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【Ⅰ　法人本部　】

１．法人の運営
　　　「私たちは、ご利用者様が人間としての尊厳が守られ、豊かな人生を自己実現できるよう支援していくこと」を基本理念とし、法人が有する資源や機能、人材を活用し、共生社会へ向けて役割と使命を果たすよう事業展開に努めた。

２．評議員会・理事会の開催
（１）評議員会	
	回
	開催日
	議　題　等
	出席数

	定時
	6月24日
	令和6年度計算書類及び財産目録の承認、理事・監事の選任
	評議員7名
監事　2名



（２）理事会
	回
	開催日
	議　題　等
	出席数

	令和7年
第3回
	6月 7日
	令和6年度事業報告及びその附属明細書の承認、令和6年度計算書類及びその附属明細書、並びに財産目録の承認、評議員選任・解任委員会委員の選任、理事・監事候補者の選任、定時評議員会の招集、重要な役割を担う職員の任免
	理事　6名
監事  2名

	第4回
	6月24日
	理事長の選定
	理事　6名
監事  2名

	第5回
	7月22日
	役員等賠償責任保険契約の締結、令和7年度資金収支補正予算（第1次）
	理事　6名
監事  1名

	第6回
	12月24日
	運営規程の一部改正（くるみ邑美園、くるみ邑美園短期入所事業、くるみ邑美園児童部、くるみ邑美園児童部短期入所事業、愛香園ﾎｰﾑｻﾎﾟｰﾄ、愛香園ﾎｰﾑｻﾎﾟｰﾄ短期入所事業）、令和7年度資金収支補正予算（第2次）
	理事　6名
監事  2名

	令和8年
第1回
	3月25日
	運営規程の一部改正（愛香園、愛香園短期入所事業、くるみ邑美園、くるみ邑美園指定短期入所事業、くるみ邑美園児童部、くるみ邑美園児童部指定短期入所事業、放課後デイみんと、愛香園ﾎｰﾑｻﾎﾟｰﾄ、愛香園ﾎｰﾑｻﾎﾟｰﾄ（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑひなた）短期入所事業、ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝひまわり、ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝおりーぶ）、給与規程の一部改正、役員等賠償責任保険契約の締結、令和7年度資金収支補正予算（第3次）、令和8年度事業計画、令和8年度資金収支予算
	理事　6名
監事  2名



３．監査実施状況
	監査等
	開催日
	監査対象等

	法人監事監査　
	5月26・27日
	令和6年度決算監査

	
	11月18日
	令和7年度定期監査

	内部経理監査
	11月17日
	法人内全拠点区分

	島根県実地監査・
運営指導
	8月19日
	愛香園

	
	8月21日
	法人本部

	
	10月15日
	くるみ邑美園、くるみ邑美園児童部



４．研修状況
	[bookmark: _Hlk196146227]開催日
	内　　容
	場　所
	参加者

	5月30日
	障がい福祉関係事業所説明会
及び集団指導
	ｵﾝﾗｲﾝ
	事務局員3名

	7月 3日
	社会福祉法人指導監査説明会・研修会
	浜田市
	事務局員5名

	7月11日
8月28日
10月16日
12月19日
1月15日
2月19日
3月16日
	邑南町社会福祉法人・医療法人
地域貢献

連絡協議会会議
	邑南町社協
	事務局員3名

	7月25日
	邑南町人権講演会
	邑南町
	役員3名

	8月25日
	企業トップクラス及び公正採用選考
人権啓発推進員研修会
	川本町
	事務局員1名

	
11月 6日
～7日
	【視察研修】
・株式会社ＩＳＥＫＩ　Ｍ＆Ｄ松山
・株式会社ｴﾌﾋﾟｺ福山ﾘｻｲｸﾙ工場
	
松山市
福山市
	役員8名
評議員6名
事務局員4名

	11月20日
	福祉サービス苦情解決研修会
	ｵﾝﾗｲﾝ
	第三者委員1名
事務局員2名

	[bookmark: _Hlk165492376]1月31日
	社会福祉法人監事研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	監事2名



５．苦情相談日の開催
　　・令和7年 4月23日　　苦情解決第三者委員3名出席
　　・令和7年10月30日　　苦情解決第三者委員3名出席

６．社会福祉充実計画の実施
	事業名
	内　　容

	職員処遇改善事業
	法人職員の給与及び手当の改善
職員の資質向上を図るための研修費を助成



７．地域における公益的な取り組み
（１）邑南町社会福祉法人・医療法人地域貢献連絡協議会
・小規模法人のネットワーク化による協働推進事業(県補助)を活用
　　　・全ての町民の福祉向上のため、町内医療・福祉サービス事業者の連携協調により、福祉の拡充強化、併せて地域福祉の向上と増進
・町内在住の高齢者や障がい者等が抱える様々な地域課題について、7法人が各々の立場でその支援の在り方や解決に向けた議論を重ね、7法人がそれぞれ抱える課題等の情報を共有
・令和6、7年度の取り組みの成果物として「島根県邑南町7法人医療福祉連携ビジョン2030」を作成。誰もが安心して暮らし続けられる邑南町を実現するための道しるべとして今後活用。各法人理事会等で報告
（２）四ツ葉の里周辺環境整備
　　　近隣道路及び街路樹等の美化活動を実施
（３）空き缶リサイクル活動
施設ご利用者様と指定された回収場所に出向き、空き缶を回収。プレス機にかけ、リサイクル業者に搬出

８．職員採用・登用・雇用
・嘱託職員雇用　　1名　　　　・正規職員採用　　3名
[bookmark: _Hlk71109872]・契約職員雇用　　3名　　　　・パートタイマー　4名

９．法人運営事業の情報公開
（１）法人広報誌の発行
当法人の運営事業や取り組み内容について、広く地域の皆様に情報発信するため、年2回法人の広報誌（邑智福祉しんこうかいだより）を発行し、邑南町石見地域の各戸に配布した。　
・第1回目（第15号）令和7年7月発行
・第2回目（第16号）令和8年1月発行
（２）ホームページの公開
　　　法人の公開情報並びに各事業所における活動内容・取り組み事項について、法人のＷＥＢサイトを活用し情報発信を行った。また、令和7年度にはＷＥＢサイトのリニューアルを実施し、閲覧性の向上及び情報発信機能の充実を図った。

10．くるみ邑美園改築推進委員会の開催
	開催日
	内　　容

	4月 8日
5月28日
7月 8日
8月27日
10月 7日
12月15日
3月16日
	設計業者との打合せ
（建設場所、グラウンド・平面図の設計）

	7月22日
	邑南町副町長、医療福祉政策課長・課長補佐
（くるみ邑美園改築事業計画について、改めてその内容を説明）

	10月 3日
	島根県健康福祉部障がい福祉課・地域福祉課、島根県教育庁教育施設課との会議
（くるみ邑美園改築事業計画について現状説明、建設場所等の協議）

	10月10日
	邑南町副町長、資産経営課長、医療福祉政策課長補佐
（くるみ邑美園改築事業について、島根県との協議内容を報告）



	1		本部
	1	本部
【Ⅱ　障害者支援施設　愛香園】

１．事業内容（定員）
　① 生活介護事業　　　　　　　　48名
　② 自立訓練（生活訓練）事業　　 6名
　③ 就労継続支援Ｂ型事業　　　　25名 　     　①～③日中活動  　　計79名
　④ 施設入所支援事業　　　　　　36名
　⑤ 短期入所事業（併設型）　　　 2名

２．利用者状況（現員：令和8年3月31日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　
① 生活介護事業　　　　　　　　48名
② 自立訓練（生活訓練）事業　 　0名（令和7年度　利用実績なし）
③ 就労継続支援Ｂ型事業　　　　27名　　　　　①～③日中活動人数　計75名
④ 施設入所支援事業　　　      36名
⑤ 短期入所事業                 0名　
	人　員
	年齢別利用者数
	平均年齢
	備　考

	
	18～19
	20～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60～64
	65～
	
	

	入 所
36名
	男17
	0
	1
	0
	1
	4
	2
	9
	63.0歳
	愛香園

	
	女19
	0
	0
	1
	2
	5
	2
	9
	
	

	生活介護
48名
	男25
	0
	1
	0
	1
	10
	2
	11
	61.0歳
	グループホーム　 6名
在宅　 　　　　6名
他施設入所　 　1名
愛香園入所    35名

	
	女23
	0
	1
	2
	1
	6
	2
	11
	
	

	就労B
27名
	男17
	0
	1
	1
	3
	3
	3
	6
	57.5歳
	グループホーム  20名
在宅　　　　　 6名
愛香園入所　　 1名

	
	女10
	0
	1
	0
	2
	1
	1
	5
	
	



３．事業活動
（１）生活介護事業
個別支援計画に基づき、ご利用者様一人ひとりの日常生活活動能力・ＱＯＬの維持向上を図り、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう支援した。
ご利用者様の特性に応じて、生産活動主体の「いずみの里チーム（12名）」、健康維持（介護予防）活動主体の「いきいきチーム（29名）」、就労継続支援Ｂ型事業の生産活動へ参加する「はつらつチーム（6名）」の3チームに分かれて活動を行った。また、地域貢献の一環として、近隣道路等の除草作業を行った。　
［具体的な支援状況］ 
1 生産活動～いずみの里チーム　　
軽作業（就労継続支援Ｂ型事業からの受託作業・公園管理他）や野菜作りを行った。なお、生産活動収入から経費を控除した額（1か月あたり約3,000円）をご利用者様に還元した。
2 健康維持（介護予防）活動～全チーム共通
健康体操・散歩等、体力作りのための取り組みを行った。また、脳力トレーニングや美術、外部講師を招いての音楽療法を活動に取り入れ、認知機能等の維持を図った。音楽療法とミュージックケアは月１回実施した。

3 就労継続支援Ｂ型事業の活動へ参加～はつらつチーム
農作業・薪・パン製造・給食事業・門松製作等へ参加した。また、収益（1か月あたり約7,000円）はご利用者様に還元した。
4 創作活動、余暇活動、社会参加支援～いきいきチーム
絵画・書道等の芸術活動、生花教室への参加支援や趣味（編み物、パズル等）を生かした創作活動を行った。また、内職作業を通じて社会参加支援を実施した。
5 健康管理、生活支援、コミュニケーション支援～いきいき・はつらつチーム
口腔ケア・衛生指導・食事の栄養指導をとおし、健康への関心を高めた。また、整容・買い物・金銭管理等に関する支援、入浴・排泄・洗濯支援、傾聴・代弁等によるコミュニケーション支援、ご利用者様のご家族様に対する相談・助言を行った。

（２）自立訓練（生活訓練）事業　
令和7年度　利用実績なし

（３）就労継続支援Ｂ型事業
個別支援計画に基づき、施設内外で作業の機会を提供し、生産販売活動をとおして働くための知識、技術の習得を図った。
［具体的な支援状況］
① 生産活動の状況
【事業体制】　　　
	事　業
	作業内容等
	製品及び利用者派遣先等
	参加人数

	農林チーム
	各種薪の製造販売
門松の製造販売
野菜、椎茸の生産販売
	薪（松薪 上薪 千本木他）
門松（大・小）
菌床椎茸（生椎茸・乾燥椎茸）
枝豆、サニーレタス、スイートコーン、
玉葱苗、シャインマスカット、干し大根他　
	19名

	四ツ葉ショップ
　　　　チーム
	パン・菓子製造
	菓子･惣菜パン（20種類以上）
食パン、プリン、コーヒーゼリー、
パウンドケーキ、マドレーヌ、クッキー他
	4名

	
	店舗・訪問販売
(小売販売)
	パン･菓子
施設製品（四ツ葉の里各施設他）
地域の農産加工品他
嗜好品
	

	
	精米販売・
コイン精米所管理
	白米
＊四ツ葉の里各施設、グループホームを中心に
販売
コイン精米（一般客による精米利用）
	

	給食チーム
	入所者・通所者・いずみの里への食事提供
職員給食提供(希望者のみ)
グループホームへの夕食配食
	食器洗い、食器準備、野菜切り、盛り付け、弁当配達、真空パック、清掃を中心に行う
※特に身だしなみ・衛生管理に留意し、食事を提供した
	4名

	
施設外就労
（農林・四ツ葉ショップ・給食チーム）
	段ボール紙梱包
	㈲日高毅商店（工場）
	(27名)

	
	除草作業
	㈲日高毅商店（邑智クリーンセンター周辺、笹遊里ふれあい公園周辺町道・管理道除草・日高毅商店周辺除草）
	

	
	日和小学校跡地除草作業
	日和地区総合振興協議会
	

	
	中野地区公衆トイレ清掃作業
	邑南町役場
	

	
	水稲苗の移動及び並べ作業
	JA島根おおち広域育苗センター
	

	ご利用者様 合計（令和8年3月31日現在）
	　27名


　　※施設外就労は各事業と兼務

農林チーム　
・薪については、一般客や問屋・キャンプ施設からの注文により、前年度から引き続き安定して受注販売を行っている。木炭作りについては、現在、生産中止の状況であり、原木不足の課題は継続している。
・門松はほぼ例年どおりの注文数で、滞りなく納品することができた。
・野菜は、サニーレタス、スイートコーン、枝豆、玉ねぎ苗、シャインマスカットの生産を行った。天候不良や市場価格の低迷等もあり、売上の伸びない作物もあったが、それでも、概ね例年以上の売上を確保することができた。菌床椎茸は、以前の品種に戻したことで、前年度と比べると収穫数量を確保することができた。しかし、資材や原油価格の高騰により収益率には影響を与えた。

四ツ葉ショップチーム
　・今年度から強力粉を外国産から安価な国産へ変更した。従来のパンと比較しても大きな変化はなく、昨年同様に製造することができている。また、2月から原材料価格の高騰に伴い、やむを得ず一部商品の価格改正を実施した。
　・製菓製造については、昨年よりも多く注文が入り、全て滞りなく納品することができた。
　・感染症の拡大により、4月の信和会総会が中止になり、パンの販売を行うことができなかったが、その他の施設内行事等では例年どおり販売することができた。地域行事では、12月に元気館で行われた「ＷＥフェス！」に初めて参加し、焼菓子を販売した。

給食チーム
・昨年度に比べ新型コロナウイルス感染症の影響を受けることなく、概ね順調に食事提供を実施することができた。作業面では、ご利用者様の作業能力が年々低下し、今後の課題となっている。
・ご利用者様へより一層の衛生管理に対しての意識付けのため、「健康管理チェック表」による確認を毎朝実施し、こまめな手洗いやアルコール消毒への声掛けを行い、安全・安心な給食作りに取り組んだ。

施設外就労
・工賃向上や一般就労への移行の取り組みとして、取引先と作業委託契約や作業請負契約を取り交わし、ご利用者様の希望や適性を考慮して作業を行った。

【工賃向上のための取り組み実施状況】
工賃向上計画に従い「工賃向上のための取り組み」を実施した。
	作業チーム等
	実　施　状　況

	農　林
	・原木の調達について、松薪は町内業者からの仕入れで概ね確保することができたが、炭の原木確保は難しい状況であった。
・菌床椎茸のブロック搬入実施（6月）
・ＪＡ主催の菌床椎茸出荷目合わせ会へ出席（10月）
・菌床椎茸巡回指導（9月、10月、12月、1月）
・門松の受注製作等、予定どおりの売上となった（12月）

	四ツ葉ショップ
	・新しい納品先の開拓
・既存商品の見直し
・島根県障がい者就労事業振興センターによる助言・指導
・原材料価格の高騰に伴い、やむを得ず一部商品の価格改正を実施した。

	給　　食
	・入所ご利用者様の長期入院・退所により、食事の提供数が減少した。

	施設外就労
	・契約どおり実施できた。

	共　　通
	・就労支援会議にて、各事業の収支分析や作業状況の把握・応援体制の調整等についての検討を行った。（年5回）
・島根県障がい者就労事業振興センター西部事務所3名来園（4月）
＊工賃向上・シャインマスカット生産に関する相談
・島根県障がい者就労事業振興センター連絡会議（3月：リモート：職員1名）



［安全衛生面への配慮］
作業に応じた服装（作業服、安全帽、安全靴、エプロン等）や、機械器具の使用については、その都度、説明や指導を行った。
四ツ葉ショップ・給食チームにおいては特に衛生面に留意し、身だしなみや消毒（手洗い、うがい、アルコール消毒）を徹底することで、事故を未然に防ぐことができた。また、日々の作業終了後、片付けを徹底し安全な作業環境作りに努めた。
［工賃の支払い］
生産活動に従事したご利用者様に対し、作業種や作業能力等を適切に評価し、応分の工賃を別途定める「愛香園就労支援事業工賃配分規程」により、原則毎月15日に支給した。労働対価に応じた工賃支給により、ご利用者様の労働意欲の向上につながった。　　
＊月額平均工賃支給額…一人当たり：25,330円（なお当初目標額は25,310円）
② 一般就労に向けた取り組み
個別支援計画に基づき、就労相談会への参加を通じ、一般就労に向けた支援を実施したが、ご本人様の希望条件と求人内容との不一致により、一般就労には至らなかった。引き続き、ハローワーク等関係機関と情報共有を行い、ご本人様の意向を尊重した多角的な就労支援を継続する。
【支援内容】　
	活動項目
	実施日等
	内　　　　容

	邑智郡障がい者就労相談会
	10月28日
	邑智郡内の事業所や企業が集まる説明会に参加


【支援の成果】
郡内の事業所や企業等の仕事内容を知ることができた。

（４）施設入所支援事業
個別支援計画に基づき、夜間・休日も安心して施設生活を営むことができるよう、健康・栄養管理に努めた。また、休日には地域の行事やスポーツ大会に参加し、余暇の充実を図った。施設内においては、地域のボランティア等の協力を得てイベントを企画した。


（５）短期入所事業
　　　主たる介護者であるご家族様の入院及び入院を前提とした宿泊対応として、在宅で生活されているご利用者様2名を受け入れた。受け入れ期間中は心身のケアを行うとともに、関係機関と連携しながら、ご利用者様が安心して生活できるよう支援を行った。

４．日課
【生活介護・入所（愛香園）】
	[bookmark: _Hlk165364156]時　間
	日　課
	内  容

	　6:30
(7:00)
	起　床
	起床・洗面・更衣介助、健康観察、居室整理・換気
　＊休日は7:00起床

	　7:25
　(7:40)
	
	早食のご利用者様への声掛け、誘導
　＊休日は7:40に声掛け

	　7:45
(8:00)
	朝　食

	手洗いの徹底                                   
食事の介助（食事マナーの指導、食事摂取量の管理、服薬介助）
　＊休日は8:00朝食

	8:30

	活　動
	ラジオ体操、掃除（各掃除場所に分かれ掃除を行う）
＜通所のご利用者様迎え＞　通所日誌確認　

	9:10
	ミーティング
	朝礼、健康観察（検温他）、あいうべ体操他

	9:30
	
	歯磨き支援、食堂清掃、活動準備

	10:00
	
	ウォーキング、健康体操（介護予防）、生産活動、趣味の活動等

	11:20
	
	早食のご利用者様への声掛け、誘導、薬の準備、活動の片づけ

	11:30
	
	手洗い、うがいの徹底

	11:35
(12：00)
	昼　食
休　憩
	食事支援（食事マナーの指導、食事摂取量の確認）
服薬介助、歯磨き支援
　＊休日は12：00昼食

	13:00
	活　動
	生活支援、健康維持（介護予防）、生産活動、趣味の活動等

	14:00
	
	片付け、手洗いうがいの徹底、水分補給、入浴準備等、
健康観察（検温他）
通所日誌の記入

	14:15
	入　浴
	入浴介助（洗体・洗髪等）、洗濯支援、通所のご利用者様送り

	16:00
	ホームルーム
	生活支援、傾聴・相談、金銭出納帳確認・記入、買物支援

	17:15
	
	早食のご利用者様への声掛け、誘導

	17:30
	夕　食
	手洗いの徹底
食事の介助（食事マナーの指導、食事摂取量の管理）
服薬介助、歯磨き支援

	19:00
	
	他のご利用者様とのコミュニケーションが取れるようアドバイス・
話題の提供
夕べの集い（19：30）、服薬介助

	22:00
(23:00)
	消　灯
就　寝
	健康観察、室温・湿度の調節、寝具等の環境整備
トイレ誘導、排せつ介助（尿器洗浄他）
巡視、不眠時の支援、健康観察
＊休日前夜は23:00就寝



【生活介護（いずみの里）】
	時　間
	日　課
	内　容

	 8:30
	出　勤
	＜ご利用者様迎え＞ ①便：8：30～　　②便：8：40～

	 9:20
	朝　礼
	整容チェック、ミーティング、健康観察（検温）、通所日誌確認等

	 9:30
	活　動
	健康体操、生産活動、除草作業、趣味の活動、傾聴・相談等

	12:00
	昼　食
	手洗い・消毒の徹底、食事マナーの指導、服薬見守り、歯磨き支援

	13:00
	活　動
	健康観察（検温）、生産活動、傾聴・相談、除草作業、健康体操、
所内清掃
通所日誌記入、趣味の活動等
音楽療法（月1回　場所：愛香園）
ミーティング、戸締りチェック、退勤準備

	15:30
	退　勤
	＜ご利用者様送り＞ ①便：15：30～　　②便：16：00～



【就労継続支援Ｂ型】
	時　間
	日　課
	内  容

	 8:30
	出　　勤
生産活動
	出勤確認（通所日誌確認、健康観察）、ラジオ体操
作業内容確認・指示、作業支援　　　　　　＊休息10：00～10：15

	12:00
	昼　　食
休　　憩
	手洗いの徹底、食事マナーの指導、食事摂取量の見守り、
服薬（検温他）

	13:00

	生産活動
	作業指示、確認、作業支援　　　　　　　　＊休息15：00～15：15
・ホームルーム（相談支援・行事連絡等）・体重測定
…毎週金曜日16：15～
＊ホームルーム以外でも必要に応じ、随時相談支援を行う

	16:00
16:10
16:30
	作業終了
館内清掃退　　勤
	片付け、次回作業の確認、通所日誌の記入
各掃除場所に分かれて行う



※四ツ葉ショップ　
営 業 日 … 月曜日～金曜日
営業時間 … 11：30～14：00
勤務時間 …  8：30～16：30
※各チームの作業時間は1日7時間とし、気象条件によっては出勤時間の変更や作業内容を調整する等、安全面にも配慮しつつ快適で効率的な作業環境づくりに努めた。

[bookmark: _Hlk101951014]５．栄養・健康管理　　
（１）栄養管理
・新型コロナウイルス感染防止のため食堂内のレイアウトを変更し、座席の間隔を保ちながら対面で座らないよう調整した。
・食堂内が密にならないよう時間差による食事提供を行い、食事の後には机や椅子をアルコール消毒し、安心して食事ができる環境を確保した。
・家庭的雰囲気を感じることができるよう工夫を凝らし、また、事業所内で収穫した旬の新鮮な食材を主に使用しながら、季節感のある献立づくりを行った。
・年1度（3月）実施の嗜好調査結果をもとに、誕生月にリクエストメニューを提供し、行事食・飲酒等も取り入れ、明日への作業・生活意欲が増すよう心掛けた。
・ご利用者様の高齢化・重度化に伴い、個々にあった食事形態・自助食器の使用・各種治療食の提供・１日3食の食事のカロリー調整を行い、ご利用者様の健康維持・増進に努めた。


① 献立づくり
　　 ・年齢幅（24～80歳）があるが、ご利用者様の嗜好・リクエストメニューを考慮した献立作りに取り組んだ。
・栄養基準量は、年齢性別の加重平均で算出し献立を作成している。その他、作業量・身体状況・嗜好等を考慮し、主食・主菜・副菜の量で摂取カロリーを調整した。
【年齢別１人当たり平均　R7.4月～R8.3月】
	
	エネルギー（Kcal）
	たんぱく質（ｇ）
	脂質
（ｇ）
	炭水化物
（ｇ）
	塩分相当量（ｇ）

	18～29歳
	2,300
	85
	60
	320
	男性
7.5未満

女性
6.5未満

	30～49歳
	2,300
	90
	65
	325
	

	50～64歳
	2,200
	85
	60
	310
	

	65～74歳
	2,050
	80
	60
	290
	

	75歳以上
	1,800
	70
	50
	260
	


② 生活習慣病の予防
・肥満傾向のご利用者様には主食・主菜の量でカロリー調整を行った。
入所　15名　　通所　6名
・汁物は塩分測定器を使用し減塩に努めた。
・治療食：糖尿食　（1,440Kcal）　　2名（通所）　
　　　　　　　 糖尿食　（1,520Kcal）    2名（入所）
　　　　　 　　肝臓食　（1,800Kcal）　　2名（入所）
　　　　　　 　低残渣食（1,550Kcal）　　1名（入所）
　　　　　 　　※医師による食事箋に則って実施
③ 新鮮で安全・安心な食事提供
・事業所内で収穫した旬で新鮮な野菜を多く使用した。
・咀嚼力、嚥下力が低下しているご利用者様への食形態変更
【粗刻み食】　入所　5名　　通所　1名
【きざみ食】　入所　5名
【とろみ食】　入所　1名
【 全　粥 】　入所　4名
④ 嗜好に配慮した食事
・リクエストメニュー（誕生月）
・代替食の対応 … アレルギー（そば、鯖）や嗜好によって食べることができないメニューがある場合には、献立変更を行った。

（２）健康管理
ご利用者様が日々健康で安心した生活を送ることができるよう個々の健康状態を観察し、異常の早期発見・早期治療に努めた。また、新型コロナウイルス等の感染対策や転倒等の事故防止に取り組んだ。
① 健康観察
・バイタルサインのチェック
・体重、血圧測定（１回／月）※高血圧治療者、血圧要観察者は入浴前に血圧測定を実施　　　　　　　　
② 健康保持・増進
・介護予防運動の実施
・朝食後ブラッシング指導を実施　　
③ 健康診断とがん検診の実施（施設入所者）
	検診項目
	受診人数
	実施日
	精密検査人数
	精密検査結果

	定期健康診断
	34名
	　6月27日
	20名
	1名　治療継続中
1名　経過観察
1名　未受診(入院中)
17名　異常なし

	胃がん検診
	 2名
	9月 2日
	なし
	

	前立腺がん検診
	 7名
	9月 2日
	なし
	

	大腸がん検診
	 7名
	9月 2日
	なし
	

	子宮頸がん検診
	 2名
	10月10日
	なし
	


※健診後、結果を嘱託医へ上申し、精密検査・生活習慣改善の指示を受け健康管理に取り組んだ。
④ 定期受診（施設入所者）
	受診科
	人数
	受診科
	人数

	内　　科
	28名
	整形外科
	 4名

	泌尿器科
	 2名
	精神科
	19名

	皮膚科
	 3名
	眼　　科
	 7名

	婦人科
	 2名
	歯　　科
	 8名

	外　　科
	 1名
	
	


⑤ 感染症対策
・インフルエンザワクチン接種 
令和7年11月26日実施（ご利用者様54名　職員30名）
[bookmark: _Hlk37958567][bookmark: _Hlk132895138]・新型コロナウイルスワクチン接種 
令和7年12月17日実施（ご利用者様 27名）　
6  嘱託医・協力医療機関による診察
・内科診察　　 年4回　　 令和7年　9月  8日（23名）
令和7年 10月  6日（32名）
令和8年  3月 16日（36名）
令和8年  3月 18日（19名）
・精神科相談　 月2回　 　第2・3金曜日実施（7～14名／回）
⑦ 保健に関する自立支援
・ご自身で管理できるご利用者様には、薬カレンダーを使用し、職員が見守りながら自己管理をしていただいた。
⑧ 入退院の状況（施設入所者）
	診療科
	人　数
	病　名

	精神科
	 4名
	統合失調症他

	泌尿器科
	 4名
	尿管結石

	内科
	10名
	イレウス他

	計（延人数）
	18名
	





６．年間行事、余暇活動等
（１）年間行事
	実施日
	行　　事

	4月11日
	花見会（就労ご利用者様）

	4月17日
	花見会（生活介護ご利用者様）
館内ワックスがけ

	5月13日
	園外の環境整備（除草作業）

	6月
～10月
	町内食事会

	7月24日
	園内外の環境整備

	8月 7日
	四ツ葉の里夏まつり

	9月11日
	秋の施設外研修（就労ご利用者様）

	10月 7日
	園内外の環境整備

	10月 9日
	秋の旅行（生活介護ご利用者様）
館内ワックスがけ

	10月18日
	愛香祭

	12月20日
	クリスマス会

	2月12日
	節分祭（生活介護ご利用者様）

	3月20日
	ひな祭り会（生活介護ご利用者様）



（２）休日活動日
年25回（日中活動全体：12回、生活介護のみ：12回、就労Ｂのみ1回）、土曜日または祝日を活動日とし、行事や生産活動・創作活動を行った。

（３）余暇活動
生花教室…毎月第2・4土曜日（参加者8名、1回に2～3名が順次参加）

（４）施設広報誌「ぐっとたいむず」の発行～ご家族様、各関係機関へ配布
① 春号　令和7年 4月
② 秋号　令和7年10月
③ 冬号　令和8年 1月

７．委員会活動
（１）地域交流委員会
　　　地域に開かれた施設づくりと地域の方々に施設を理解していただくことを目的とし、地域イベントへの参加や園内外の行事等、年間計画に基づいた行事運営を行うことができた。また、6年ぶりに開催した四ツ葉の里夏まつりでは、適切な感染対策のもと、多彩なアトラクションやバザーの出店により、久々に活気のある交流の場となった。また、愛香祭においても、グラウンド・ゴルフの開催やご利用者様による出し物に加え、倭神楽社中の演舞や障がい者当事者団体の出店、郵便局等のボランティア等、地域の方々にご協力いただき盛大に開催することができた。ご家族様、地域の皆様と共に楽しいひとときを過ごすことができ、開かれた施設としての役割を果たすことができた。
① 年間行事（各支援事業共通）
	実施日
	行　　事

	6月12日
	第35回 四ツ葉の里 記念ふれあいデイ

	8月 7日
	第42回 四ツ葉の里 夏まつり

	10月18日
	愛香祭　8：30～16：00


② イベント･即売　
	実施日
	内　　容

	4月 6日
	「加茂の春市」
焼菓子、野菜等の即売

	11月13日
	「令和7年度　邑南町総合社会福祉大会」　
パン・焼菓子の即売

	11月23日
	「第44回社会福祉法人いわみ福祉会大収穫祭」　
焼菓子の出店

	12月 7日
	「ＷＥフェス！」
焼菓子の即売


③ 実習、交流学習
	実施日
	体験学習等

	9月29日
	ミャンマー
障がい者自立のための就労支援リーダー人材育成研修

	10月8日
～9日
	石見中学校　職場体験学習　生活介護・就労継続支援Ｂ型
（3年生1名）

	10月 6日
～10日
	石見養護学校現場実習
（高等部1年生 3名）

	10月15日
～17日
	矢上高等学校インターンシップ（職場体験）
（産業技術科2年生 1名）



（２）企画調整委員会
ご利用者様と職員間の協調と親睦を図るイベントや、施設内外の美化活動等について企画し実施した。
	実施日
	行　　事

	4月11日
	花見会（就労ご利用者様）ゆめタウン江津店～買い物

	4月17日
	花見会（生活介護ご利用者様）
～ウエルシア、ジュンテンドー買物＆町内ドライブ
館内ワックスがけ
（男子棟・女子棟・食堂・多目的ホール・厨房　その他）

	5月13日
	園外の環境整備（除草作業）

	6月
～10月
	町内食事会
　生活介護・就労あわせて15班に分け、町内の飲食店を利用

	6月30日
～7月 2日
	居室棟（はらやま棟、もみじ棟、さくら棟、女性夜勤室）
エアコンクリーニング

	7月24日
	愛香園内外の環境整備（前期）

	9月11日
	秋の施設外研修（就労ご利用者様）
　～ピースウイング広島


	10月 7日
	愛香園内外の環境整備（後期）

	10月 9日
	秋の旅行（生活介護ご利用者様）
～ピースウイング広島
館内ワックスがけ
（男性棟・女性棟・食堂・多目的ホール・厨房　その他）

	12月20日
	クリスマス会


[bookmark: _Hlk8809243]
（３）危機管理委員会
ご利用者様が安全・安心に過ごすことができる環境整備を目指し、生活・活動上の課題解決に取り組んでいくことで質の高い施設サービスを提供していくよう努めた。
・熱中症対策についてのＢＣＰ策定の義務化に伴い、熱中症対策フローチャートを整備した。
・防災点検については、自主点検を年6回実施するとともに、消防設備業者による消防用設備等の点検を年2回実施した。
・2月に設置期限を迎える消火器の入れ替えを行った。
・非常食の備蓄状況を確認し、備蓄必要数を補充した。
	実施日
	内　容
	備　考

	8月29日
	緊急連絡対応訓練
	緊急連絡網の連絡状況の確認

	9月 5日
	非常食在庫確認
	備蓄されている非常食の在庫確認

	10月24日
	避難通報訓練
（四ツ葉ショップ）
	実施時間（13：40～）

	10月30日
	四ツ葉の里防災訓練
	実施時間（13：30～）

	12月 3日
	避難・通報・消火訓練
	実施時間（16：00～）夜間想定

	1月27日
	消防総合訓練
救急講習会実施
自然災害対応研修
	総合訓練実施時間（13：15～）日中想定
救急講習実施時間（14：00～）
自然災害対応研修（14：00～）
対象：ご利用者様

	2月 9日
	いずみの里避難訓練
	実施時間（13：30～）日中想定

	3月12日
	避難・通報・消火訓練
	実施時間（13：00～）夜間想定

	年6回
	防火検査・消防設備等の点検
	自主点検



（４）感染症対策委員会
新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症対策に関して、施設全体の課題を把握し改善策を協議した。また、感染症対策研修及びＢＣＰ研修を実施し、職員の感染対策への意識向上を図った。
【活動内容】
・感染症対応設備の充実
・感染症対応研修・実施訓練
	実施日
	内　容

	9月24日
	研修「感染性胃腸炎とノロウイルス」「感染予防と手洗い」

	12月12日
	訓練「新型コロナウイルス模擬訓練」（生活介護ご利用者様・職員）

	12月19日
	訓練「感染対策訓練（ガウンテクニック）」就労職員

	1月27日
	研修「高齢者にとっての感染症」「どのように感染は広がるか？」



（５）サービス向上委員会
　【１】職員研修
1 施設内研修
オンライン動画研修を職員会議の際に使用し、施設内研修を実施した。また、ご利用者様へのサービス向上を目指すため、業務の中で必要な知識の習得やスキルアップを図ることを目的とし、各自でもオンライン研修に取り組むよう定期的に周知した。今年度は221件の研修受講につながった。
	実施日
	内　容
	場　所
	参加人数

	5月22日
	研修委員会会議開催
	会議室
	

	6月13日
～14日
	職員研修（泊）
	三原市
	6名

	7月 2日
	職員研修（日帰り）
	広島市
	5名

	7月 4日
～ 5日
	職員研修（泊）
	福山市
	5名

	8月22日
	職員研修（日帰り）
	広島市
	4名

	9月16日
	研修委員会会議開催
	会議室
	

	9月19日
	職員研修（日帰り）
	出雲市
	5名

	10月 2日
	職員研修（日帰り）
	北広島町
	5名

	10月24日
～25日
	職員研修（泊）
	福山市
	5名

	10月28日
	施設内研修　
ヒヤリハット研修①
・「現場で起こる事故とは？」
・「ヒヤリハットとは？」
・「ヒヤリハット事例を想定しておくことの大切さ」
	愛香園
多目的ホール
	14名

	11月 5日
	職員研修（日帰り）
	岩国市
	6名

	11月25日
	施設内研修
ヒヤリハット研修②
・「報告の重要性」
・「報告書の書き方」
・「報告や想定をしなかったことで起こるリスク」
	愛香園
多目的ホール
	18名

	12月23日
	施設内研修
ヒヤリハット研修③
・「起こりやすい事例について」
　＊浴室内での転倒
　＊入れ歯をせずに食事を食べ始めた
　＊服薬管理
　＊屋外移動編
	愛香園
多目的ホール
	17名



② 外部研修
　　　　 組織人としての問題解決能力の育成や自己啓発の促進を図ることを目的とし、各種団体が主催する研修への参加を実施した。
	開催日
	内　容
	場　所
	参加
人数

	4月17日
～18日
	第54回
中国地区知的障害関係施設長会議
	岡山市
	2名

	5月15日
～16日
	令和7年度福祉職員ｷｬﾘｱﾊﾟｽ対応生涯研修課程
【チームリーダーコース】
	浜田市
	2名

	5月27日
	令和7年度島根県サービス管理責任者研修
「意思決定支援研修」
	出雲市
	2名

	5月29日
	令和7年度安全運転管理者講習会
	川本町
	1名

	6月 4日
	熱中症対策セミナー
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	6月12日
	令和7年度邑南町特別支援連携協議会研修会
	邑南町
	1名

	7月14日
	令和7年度島根県知的障害者福祉協会研修事業
「施設長・管理者研修会」
	松江市
	1名

	7月15日
～16日
	令和7年度福祉職員ｷｬﾘｱﾊﾟｽ対応生涯研修課程
【中堅職員コース】
	浜田市
	2名

	7月16日
～17日
	第64回
中国・四国地区知的障害関係職員研究協議会
	松山市
	3名

	7月24日
	令和7年度社会福祉法人会計実務研修
【初級コース】
	出雲市
	1名

	7月25日
	邑南町人権講演会
	邑南町
	2名

	7月28日
	四ツ葉の里職員合同人権教育研修会
	邑南町
	2名

	9月12日
	令和7年度「労務管理研修」
	出雲市
	2名

	9月12日
	令和7年度避難行動要支援者・個別避難計画
実務研修
	浜田市
	2名

	10月7日
	令和7年度刈払機取扱作業者に対する
安全衛生教育
	大田市
	1名

	10月30日
12月11日
	令和7年度「業務の標準化研修」前期
　　　　　　〃　　　　　　　　後期
	松江市
	2名
1名

	11月 6日
	安全運転管理者等の一日実務研修
	邑南町
	1名

	11月13日
	令和7年度「栄養士・調理員等研修会」
	松江市
	1名

	11月19日
～20日
	令和7年度島根県知的障害者福祉協会研修事業
「人材育成・定着研修会」
	出雲市
	2名

	11月28日
	令和7年度メンタルヘルス研修　一般職コース
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	12月 2日
	令和7年度メンタルヘルス研修　管理職コース
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	12月 5日
	食品表示セミナー
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	12月22日
	令和7年度「アンガーマネジメント研修」
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	動画視聴期間
12/15～1/30
	令和7年度社会福祉法人会計実務研修
【中級コース】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	3名

	1月29日
	令和7年度「人権権利擁護研修」
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名

	2月 9日
	令和7年度障がい者虐待防止・権利擁護研修
＊共通研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	5名

	2月10日
	罪を犯した人の支援に携わる福祉関係者のための
研修会
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	2月13日
	令和7年度
「アサーティブコミュニケーション研修」
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名

	2月16日
	四ツ葉の里職員合同研修会
「ハラスメントの基礎知識と対処法」
	邑南町
	8名

	2月27日
	令和7年度「災害対応力強化研修」
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	3月 2日
	令和7年度障がい者虐待防止・権利擁護研修
＊管理者・虐待防止責任者コース
	浜田市
	2名

	3月 6日
	スマホカメラ撮影セミナー
	浜田市
	2名

	3月11日
	令和7年度「地域の権利擁護支援体制づくり推進セミナー」
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名



【２】福祉サービス評価
　　　　常勤職員を対象にサービス評価（自己評価）を2月に実施した。年度当初に評価表を配布し、日々の業務をチェックしながら自己評価につなげた。集計後は委員で分析し結果を周知した。また、課題について抽出しているため、今後の福祉サービスの向上に努めていきたい。

　【３】ヒヤリハット活動
　　　　ヒヤリハット報告があった際には必要に応じて対策を検討・実施した。さらに、その内容を職員へ周知することで、サービスの質の向上につなげることができた。また、報告件数の増加を目的として匿名での報告受付を開始し、いつでも報告ができる体制「Googleフォーム」を活用した。

（６）保健・給食委員会
毎朝の健康チェックや体重測定を毎月行い、ＱＯＬ（生活の質）の向上と健康の維持増進に取り組んだ。また、環境整備を行い、食中毒や感染対策に努めた。

（７）職員処遇検討委員会
福祉・介護職員処遇改善等加算の対象となる取り組みとして、「現場の課題の見える化」を目的に、職員を対象としたＷｅｂアンケートを実施した。本取り組みにより、業務の属人化、業務量の偏り、記録業務の煩雑さ、情報連携の不備等の課題を把握し、現場における課題の可視化を図った。
また、アンケート結果を各所属部署へ共有し、課題の整理及び優先順位付けに着手した。今後は、各部署において課題の検証を進め、対応策を講じることで、業務改善および職場環境の向上、人材定着並びに支援の質の向上につなげていく。

（８）虐待防止（身体拘束適正化）・権利擁護委員会
邑智福祉振興会が定めるご利用者様の権利擁護規程に沿って、個人の尊厳を大切にしながら個人を取り巻く各種権利を守り、自己決定や自己実現の機会が得られるような取り組みを行った。また、施設が行うべき配慮や説明義務を念頭に、職員のご利用者様に対する姿勢や施設の方針を明確に定め、ご利用者様の権利擁護の推進をした。
【取り組み内容】
	実施日
	内　容

	4月 9日
	第1回権利擁護委員会会議開催
令和7年度の活動計画の検討、権利擁護・虐待防止についての検証

	6月25日
	権利擁護研修実施
内容：「慣れが招く虐待リスク」

	8月12日
	前期　虐待チェックリストの実施

	9月 2日
	第2回権利擁護委員会会議開催
市町村に虐待が疑われる事例の相談についての検証

	10月27日
	第3回権利擁護委員会会議開催
職場環境の検証、身体拘束について、ヒヤリハット記録の検証

	11月10日
	市町村に提出する利用者支援に関する改善計画について検討会議

	12月25日
	権利擁護研修実施
内容：「小さな言葉が支援を変える」

	1月13日
	第4回権利擁護委員会会議開催
職場環境の検証、身体拘束について、ヒヤリハット記録の検証

	2月 1日
	後期　虐待チェックリストの実施



８．苦情解決状況
（１）苦情相談日の開催
・苦情解決状況の報告
　　　〇令和7年 4月23日　（令和6年10月1日～令和7年3月31日）
　　　〇令和7年10月30日　（令和7年 4月1日～令和7年9月30日）

（２）苦情解決の取り組み
意見箱への投書のほか、日常の相談業務の時間等、多様な機会を活用し、意見・要望の把握に努めた。また、文字が書けない・要望を上手く表現することが難しいご利用者様に対しては、職員が代筆し対応した。なお、意見箱は毎日（平日）確認し、どんな意見・苦情に対しても真摯に受け止め、適切に対応した。
<苦情・相談申出件数>　　　令和7年4月1日～令和8年3月31日　　　　　　　　　　　
	苦　情
	相談・要望
	合　計

	1
	6
	7



９．地域連携推進会議
　　愛香園やご利用者様に関する理解の促進、サービスの透明性や質の確保を目的に地域連携推進会議及び施設見学を実施した。
　　　実施日　：　令和7年11月12日（水）
　　　参加者　：　ご利用者様　　　1名
　　　　　　　　　地域連携推進員　3名
　　　　　　　　　職員　　　　　　5名




10．愛香園信和会（家族会）
　　新型コロナウイルス感染症防止のため、計画していた事業が一部実施できないものもあったが、ご利用者様一人ひとりがより良い環境で過ごせるようご家族様と協力して事業を実施した。
【信和会事業活動】
	実施日
	事　業　内　容
	場　所
	参加者等

	4月19日
	令和7年度
第1回島根県知的障害者施設保護者会連合会　西部地区懇談会
	いわみーる
	保護者会長

	－
	第1回愛香園信和会理事会
新型コロナウイルス感染のため書面審議 10名
	－
	全員承認

	－
	愛香園信和会総会
新型コロナウイルス感染症発生のため
書面審議 90名
	
	承認    86名
返信なし 4名

	6月22日
	令和7年度
島根県知的障害者施設保護者会連合会理事会
しまね西部知的障害者施設利用者互助会理事会

	出雲市

	保護者会長

	7月16日
～17日
　　　
	第64回
中国・四国地区知的障がい関係施設職員
研究協議会
テーマ
「過去と現在、
そしてその先のＦＵＫＵＳＨＩへ」
　－新しい未来をみんなで創る－
	松山市
	保護者会長
職員1名

	－
	ふれあい交流会
新型コロナウイルス感染のため中止
	－
	

	9月21日
	第2回愛香園信和会理事会
	愛香園
	理事9名

	10月18日
	愛香祭
信和会コーナーを設け、四ツ葉ショップ製品等を販売
	愛香園
	16家族　26名

	12月20日

	令和7年度
島根県知的障害者施設保護者会連合会研修会
テーマ
「住まいについて　～状況と老後の備え～」
	出雲市
	家族　2名
職員　2名

	1月17日
	令和7年度
第2回島根県知的障害者施設保護者会連合会　西部地区懇談会
	いわみーる
	保護者会長

	2月21日
	第3回愛香園信和会理事会

	愛香園
	理事　9名



	1	愛香園
	1	愛香園
【Ⅲ　障害者支援施設　くるみ邑美園】

１．事業内容
① 生活介護事業　　　　　　　定員70名
② 施設入所支援事業　　　　　定員70名
③ 短期入所事業　　　　　　　空床型

２．利用者状況
 令和8年3月31日現在
	現　　員
	年齢別利用者数
	平均年齢
	備考

	
	20～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60～64
	65～69
	
	

	[bookmark: _Hlk38888049]入所
63名
	男 46
	1
	6
	15
	21
	1
	2
	48.0
	くるみ邑美園

	
	女 17
	0
	2
	3
	11
	1
	0
	51.1
	

	通所
1名
	男  0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	在宅  1名

	
	女  1
	0
	１
	0
	0
	0
	0
	31
	

	短期入所
1名
	女  1
	延利用日数　10日


　　※生活介護利用状況～64名（施設入所63名、通所利用1名）

３．事業別報告
（１）生活介護事業
それぞれの活動班において計画を立て、ご利用者様一人ひとりに合った日中活動を行った。働くことで作業・活動に対する意欲を持ち、また、充実した時間を提供することで落ち着いた生活ができるよう支援を行った。

【各班の取り組み状況】
	活動班等
	取り組み内容

	事業活動班
男性11名
女性  3名


	【共通】
① 体力作り：園内外のウォーキング　※週1日
② 口腔ケア：職員による3分間のブラッシング　※週5回
【リサイクル】　
① 缶作業：缶収集、選別、プルタブ・キャップ取り、出荷作業　
※雨天時等には塗り絵を行う。　※週４日
【農園芸】
① 配合土、籾殻燻炭の製造
委託販売：香木の森、雲井の里、四ツ葉ショップ等で販売
② 野菜の栽培、加工品等の製造
周辺施設等で販売

	訓練活動班
男性14名
女性  9名
（内通所1名）

	【男性(あすなろ棟)】
① 個別活動：ちり紙折り、牛乳パック切り、ビーズ通し、ペグ刺し、
パズル、ブロック、花台磨き、コイン・キャップ入れ、
塗り絵、洗濯ばさみを使用した訓練、算数ドリル、
積み木、ＤＶＤ観賞
② 運動の日：木曜日に実施
（棟内外でのウォーキング、レクリエーション活動）
③ 余暇支援(午後)：自販機利用、ちり紙折り、牛乳パック切り、
ドライブ、散歩、買物支援
④ 口腔ケア：職員による3分間のブラッシング　※週5回
【女性(やよい棟)】
① 個別活動：ちり紙折り、牛乳パック切り、油取りっこちゃん作り、
ビーズ通し、ペグ刺し、パズル、ブロック、塗り絵、
積み木、紐通し、あみもの
② 運動の日：木曜日に実施
（棟内外でのウォーキング、レクリエーション活動）
③ 余暇支援(午後)：自販機利用、ちり紙折り、牛乳パック切り、
ドライブ、散歩、買物支援
④ 口腔ケア：職員による3分間のブラッシング　※週5回

	ステップ班
男性 7名
女性 5名
（内1名、農園芸も兼ねる）
	① 健康、機能維持活動
ご利用者様の無理のない程度に、午前10時20分頃から30分程度ウォーキングを実施し、運動不足等の解消と残存機能の維持に努めた。天気の良い日はウォーキングをし、骨や歯を強くするビタミンＤの生成、精神を安定させるセロトニンの分泌促進等、心身の健康のため日光浴も行った。
口腔ケア：職員による3分間のブラッシング　※週5回
② 課題作業：ご利用者様一人ひとりに合った活動(パズル・玉通し等)を行ってもらい、手の機能維持につなげた。また、ご利用者様が主体的に行えるようコミュニケーションを図りながら、活動が楽しみにつながるよう配慮した。

	アート班
男性15名
	①課題活動
　・Ａ班　　場所：作業棟
玉通し、ねじ止め、ボールペン組み立て、ちり紙折り、醤油さし紐付け等
　　・Ｂ班　　場所：ひまわり棟ホール
　　　玉通し、ボールペン組み立て、牛乳パック切り等
　　・共通
　　　棟内ウォーキング、園外活動等
　　課題活動を行うことで、日常生活でのメリハリをつけた。

	○社会参加活動
（各班共通）
　
	　生活体験活動：年3回
園外及び園内活動のない月に、普段の活動とは異なる生活体験・社会体験を園内外で取り組んだ。主として気分転換と体力づくりを目的に、季節感に配慮した活動を行った。

	○音楽療法
（各班共通）
　
	　外部講師を招き、音楽に合わせ簡単な運動や楽器演奏を行った。言葉を話すことができないご利用者様も、楽器を使用することで職員とのコミュニケーションを図ることができた。
【音楽療法日程】
・あすなろ棟・千鳥棟（男性） 第2火曜日　第4火曜日　　　　　　　　　　　 
・やよい棟・千鳥棟（女性） 第1金曜日　第4金曜日
10時～11時
・ひまわり棟　　　　　　　　 第2火曜日　第4水曜日
　　　　　　13時30分～14時30分

	○休日活動日
（各班共通）
	毎月2～3日、休日に活動日を設け、定型活動ではなくご利用者様に楽しんでいただける内容（映画・ＤＶＤ鑑賞、調理実習、散歩等）を提供することで、余暇の充実と施設生活の潤いにつなげることを目的として取り組んだ。



（２）施設入所支援事業
「① 個別支援計画に基づいた支援」「② 生活環境の整備」「③ 感染症の予防」の３項目を主たる柱として、ご利用者様一人ひとりの人権を尊重し、ご利用者様の生活能力の維持・向上を目指し生活支援を行った。ご利用者様の特性に応じて住まいの場（棟）を4つに分け、個別支援の充実に取り組んだ。
【各棟別取り組み状況】（主たる項目以外に取り組んだ内容）
	棟
	支援の概要
	取り組み内容

	あすなろ棟
（男性棟）
24名
	個別支援サービス計画に基づき、支援員間で情報の共有を図り、統一した利用者支援を行う
自閉傾向のご利用者様には見通しが持てる支援を行い、情緒の安定を図る
口腔衛生の向上に努める
ウォーキングによる体力維持及び向上を目指す
個別・余暇支援の充実化を図る
	・定期的に職員間で個別支援サービス計画の確認をした。担当職員が休みの日でも他の職員がカバーできる体制となった。
・日課や行事の変更があった際は個別でのお知らせ用紙を使用した。また、見通しが持てるようにカレンダーを使用し、買い物に行く日や散歩に行く日を細かく書き込んだ。
・口腔ケアは毎食後及び10時に実施した。時間は一人3分で、必要に応じて歯間ブラシを使用する等個別に対応した。
・日々の様子や変化を把握し、早期対応と情報共有を行うことで安定した生活の維持に努めた。
・余暇時間には、個々の趣味や関心に合わせた活動（散歩、創作活動等）を取り入れ、楽しみながら過ごせるよう支援を行った。
・令和7年6月18日　退所者1名
・令和7年9月30日　退所者1名

	やよい棟
（女性棟）
12名
	
	・個々の障害特性の再確認を日頃から行い、情報共有に努めた。ご利用者様の行動や体調面の些細な変化も記録に残し、情報共有を行うことでパニックや不穏状態に至る前に対応することができた。
・個別支援では外出以外でも居室で好きな物を飲食したり、パズル等を行ったりする時間を設け、ご利用者様が充実した余暇時間を過ごせるよう支援を行った。余暇時間が充実したことで対人トラブルや不穏状態になる回数が減少している。
・月初に行事予定をお知らせした。また、日課の変更がある場合はその都度お知らせし、ご利用者様が見通しを持って生活できるよう取り組んだ。

	千鳥棟
（重度障害）
男性6名
女性5名

　
	活動を通じて、楽しみながら健康・残存機能の維持を図る
	・口腔ケアの時間を設けることで、口腔内衛生の維持・向上に取り組んだ。
・ウォーキングや機能訓練で健康・残存機能維持に取り組んだ。
・棟内で創作活動や余暇活動を楽しみながら気分転換を図った。
・ひまわり棟から男性ご利用者様1名を受け入れた。

	ひまわり棟
（自閉症
スペクトラム）
男性16名
	自閉症・強度行動障害のある方の安定した生活の場の提供を目指す
日課表の提示を全体に統一して行うことで、情報の混乱を避け見通しの持てる生活を提供する
	・毎週土曜日に気分転換を図ることを目的
とした外出支援や調理実習を行った。
・誕生日会を開いてケーキを食べ、その写真を撮ってご家族様宛てにバースデーカードにして送った。
・ご家族様との信頼関係を構築するために連絡を密にした。



【日課】（生活介護事業日課含む）
	あすなろ・やよい棟
	ひまわり棟
	千鳥棟

	時間
	日課
	内　容
	時間
	日課
	内　容
	時間
	日課
	内　容

	7：00
	起床
	起床・洗面・更衣
排泄　居室整理
	7：00
	起床
	起床・更衣・排泄
	7：00
	起床
	起床・洗面・更衣
排泄

	7：45
	朝食
	手洗・服薬・歯磨
	7：30
	朝食
	手洗・服薬・歯磨
洗面
	7：30
	朝食
	手洗・服薬・歯磨

	
	8：30
9：30
	掃除
	掃除
健康観察・整容
	8：45
	
	健康観察・整容
	9：00
	
	健康観察・整容

	※生活介護事業（各棟共通）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	10：00
	活動
	生産活動
訓練活動
クラブ活動他
	10：00
	活動
	課題作業　
訓練活動
クラブ活動他
	10：00
	活動
	機能訓練活動
クラブ活動他

	
	11：30
	昼食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助
	11：40
	昼食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助
	11：30
	昼食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助

	
	13：00
	活動
	生産活動
訓練活動
	13：30
	入浴
	入浴
（洗体・更衣）
健康観察
	13：30
	入浴
	入浴
（洗体・更衣）
健康観察

	
	14：00
	入浴
	入浴（洗体・更衣）
	15：00
	
	水分補給
	15：00
	
	個別支援

	
	
	
	個別支援
	
	
	個別支援
	
	
	個別支援

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	17：30
	夕食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助
	17：40
	夕食
	手洗・服薬・食事歯磨・介助
	17：30
	夕食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助

	
	
	余暇支援
就寝準備・排泄
健康観察
	
	
	余暇支援
就寝準備・排泄
健康観察
	
	
	余暇支援
就寝準備・排泄
健康観察

	21：00

	消灯
就寝
	
室温調整
	21：00
	消灯
就寝
	
室温調整
	21：00
	消灯
就寝
	
室温調整


※生活介護営業日：月曜日～金曜日
（祝日、年末年始を除く。但し、施設長が認めた日を含む。）
※生活介護営業時間：9：00～16：30 
※休業日日課(日中)　午前～自由時間（健康観察・見守り支援）
　　　　　　　　　　午後～入浴・自由時間（入浴支援・健康観察・見守り支援）

（３）短期入所事業
利用実績については「２．利用者状況」に記載のとおり

４．保健衛生
（１）健康診断の実施
〇内科検診　　（年2回）　　　○尿検査　　　　（年1回）
○結核検診　　（年1回）　　　○貧血検査　　　（年1回）
○心電図検査　（年1回）　　　○血液検査　　　（年1回）
【内科検診】　
	前期　（令和7年10月20・27日）
	後期　（令和8年3月2日）

	62名
	62名


【各種検診結果】
1  検診結果内訳　　　　　　検査実施日　胸部Ｘ線：8月26日、血液検査他：6月30日
	
	胸部X線
	心電図
	貧血検査
	肝機能
	血中脂質
	血　糖
	腎機能
	尿酸

	実施者数
	62名
	59名
	60名
	60名
	60名
	61名
	61名
	60名

	判
定
内
訳
	異常なし
	55
	30
	34
	28
	23
	35
	49
	51

	
	軽度異常
	
	19
	7
	4　　
	26
	23
	3
	

	
	要経過観察
	
	5
	9
	13
	7
	3
	1
	2

	
	要治療
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	要精密検査
	7
	5
	6
	13
	1
	
	5
	

	[bookmark: _Hlk35423384]
	治療中
	
	
	4
	2
	3
	
	3
	7


※要精密検査対象者については順次受診し、精密検査項目によっては嘱託医や精神科主治医に相談し、結果フォローを実施した。
② 歯科検診内訳（重複者あり）　　   　  　検査実施日: 12月2日　検診者数:59名
	治療の必要のない人
	要観察歯のある人
	虫歯のある人
	歯肉炎のある人

	31名
	20名
	26名
	28名


【定期受診者状況】
	こころクリニックせいわ
	大隅医院
	公立邑智病院
	加藤病院

	54名
	29名
	10名
	3名



 ①こころクリニックせいわ
定期診察：月2回
医師の指示にて3か月に1回採血実施
②公立邑智病院
定期受診：1～3か月毎に1回
（総合診療科・内分泌科・整形外科・泌尿器科・皮膚科・外科・歯科）
医師の指示にて適宜施設で採血実施
③大隅医院
定期受診：3～6か月毎に1回
　 医師の指示にて適宜施設で採血実施
【取り組み状況】
〇受診対応、服薬管理
・月2回の精神科担当医による診察と年4回の定期採血を実施
・内科・外科等、各疾患で服薬中のご利用者様の受診支援を実施。症状悪化時や新たな症状出現時等は適宜関係機関に連絡し、早急に受診できるよう支援した。
〇生活習慣病予防
・各種検診後の受診や、嘱託医・管理栄養士と連携を図り、生活習慣の改善・生活習慣病予防に努めた。
〇医療的処置・管理
・ストマ、尿道バルンカテーテルの管理
・浣腸・点滴等、医師の指示による医療行為の実施
〇感染症対策、疾病予防
・うがい、手洗いの励行、各種ワクチン接種
（インフルエンザ、新型コロナウイルス、肺炎球菌、帯状疱疹等）
※インフルエンザワクチン接種　　　　11月17日（62名）
・施設内の環境整備（手指消毒器の設置）、職員、ご利用者様に対する感染予防行動の指導
・新型コロナウイルス、インフルエンザ感染症発生時の対応

５.　栄養管理
（１）生活活動･年齢･性別に応じ個別に栄養量を算出し、加重平均栄養量に基づいて献立を作成した。
・平均栄養摂取量
	エネルギー
	2,117Kcal
	レチノール活性
	639μg

	たんぱく質
	77.5g 
	ビタミンB1
	1.12mg

	脂質
	60.5g
	ビタミンB2
	1.02mg

	炭水化物
	306.3g
	ビタミンC
	98mg

	カルシウム
	907mg
	食物繊維
	14.8g

	鉄
	14.5mg
	


・主食…350g、300g、250g、200g、150g、100g、食パン
　　　　お粥（400g、350g、300g）
副食…大盛り、中盛り、小盛り
・個人のエネルギー摂取量については、年齢・生活活動量に応じ主食・副食の量で調節した。

（２）治療食の実施
・脂質制限食（1,800Kcal）：1名
・減塩食：2名
・ナトリウム付加食：1名

[bookmark: _Hlk223086723]（３）刻み食（ペースト食を含む）の対応
	一口大（1.5～2㎝）
	7名
	小刻み（0.5㎝以下）
	4名

	中刻み（1～1.5㎝）
	12名
	ペースト
	3名


・年齢による活動量の低下や咀嚼の有無、歯の状態の悪化により普通食をそのままの形状で食べることができないご利用者様が増えている。
・料理の内容や食事形態を見直し、安全に食べていただけるよう配慮した。

（４）代替食の対応
	[bookmark: _Hlk196294005]アレルギー
	鯖、鰆、マンゴー、エビ、カニ

	主食
	パン類、麺類、炊き込みご飯、栗ご飯、混ぜご飯、おはぎ、丼物、白ご飯、お粥

	主菜
	納豆、豆腐、卵

	その他
	ブロッコリー、紅生姜、牛乳


・それぞれ苦手な食材には献立や食材を変更し、調理方法を工夫して提供した。
・アレルギー発症件数：0件

（５）自助食器の利用
・自助食器、持ち手付スープ碗、両手マグカップ、マグカップ、スプーンを使用し、食事を自力で摂取しやすく、また食べこぼしを少なくできるようにした。

（６）行事食の実施
　　・彼岸、クリスマス、お正月、節分、ひな祭り等季節の行事に合わせた食事の提供に努めた。

（７）嗜好調査の実施（11月実施）
・これまでに提供した料理の写真を参考に、ご本人様による記入または、担当支援員による聞き取り、意見表出が難しいご利用者様に対して担当支援員による分かる範囲での代理回答での調査を実施し、希望の多いメニューから随時献立に取り入れた。満足度や食事についての希望は今後の参考とする。

（８）衛生管理
 　 ・毎月1回検便検査、冬季（10月～3月）はノロウイルス検査も併せて実施した。
※検出件数：0件
・毎月1回掃除の日を決め、厨房内の機械・器具類の掃除・洗浄を実施した。
・毎月1回環境整備の日を決め、厨房内の床・溝を中心に掃除を実施した。

６.　委員会（くるみ邑美園児童部・放課後デイみんと共通）
（１）危機管理委員会
≪防火対策≫
①　避難訓練（火災想定：年12回、総合訓練：年1回）
②　消防通報訓練（①火災避難訓練に併せて）
③　消防設備保守点検（自主点検：年2回、業者点検：年2回）
④　防災研修（消火、救命救急法等）
【取り組み状況】
【避難訓練】【各講習会】
	実施日
	実施時間
	出火場所
	備考

	4月30日
	9:10～9:30
	第一ボイラー室
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	5月27日
	9:10～9:30
	大食堂
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	6月27日
	9:10～9:30
	大食堂
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	7月23日
	9:10～9:30
	洗濯場
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	8月28日
	9:10～9:30
	第一ボイラー室
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	9月30日
	9:10～9:30
	大食堂
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	10月31日
	10:40～11:00
	洗濯場
	職員へ事前連絡

	11月25日
	9:10～9:30
	大食堂
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	12月24日
	9:10～9:30
	洗濯場
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	1月26日
	9:10～9:30
	大食堂
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	2月24日
	9:10～9:30
	洗濯場
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし

	3月27日
	9:10～9:30
	大食堂
	ご利用者様・職員へ事前連絡なし


【ご利用者様の状態による避難状況及び各人数】
自立歩行の方79名、車椅子使用の方1名
【避難場所】　　　第1避難場所　第2避難場所　各棟待機
※新型コロナウイルス感染症だけでなく感染症リスクが高い場面も想定
【自主検査/備品確認】年3回実施　
【消防設備等点検】年2回実施（9月、3月）＊業者による
【非常食の確認】　非常食3日分（240食）在庫あり
≪防災対策≫
① 非常災害に関するＢＣＰの運用
（指針、ＢＣＰ、マニュアルの見直し、研修・訓練の計画や実施）
② 不審者対応訓練･･･年１回
③ 緊急連絡網の整備や緊急伝達訓練･･･年１回
④ 非常用備蓄品等の管理（組織内の他セクションと共同で実施）
【取り組み状況】
・9月26日　19：00～20：00　職員へ事前連絡し、緊急連絡網伝達訓練を実施
≪感染症対策≫
　　　①  感染症に関するＢＣＰの運用
（指針、ＢＣＰ、マニュアルの見直し、研修・訓練の計画や実施）
②　ＰＰＥ（個人用防護具）の管理
【取り組み状況】
　   ・「非常食提供訓練」（7、8月各棟で実施）
「ガウンテクニック研修」（9月動画視聴）
　・感染症発生時、緊急会議の実施、ゾーニング設営、物品管理
・会議の際、感染症発生時の課題や反省点を出し合い、今後の対策につなげた。
　   ・感染症対策のための物品管理

（２）研修委員会
【施設内研修】
「介護支援に関すること」「余暇活動に関すること」「強度行動障害に関すること」に関して、職員会議でミニミニ職員勉強会を実施した。
また、施設見学の際、参考となる取り組みがあったため2月から取り入れた。（「ぐっジョブシート」）
〔取り組み内容〕
	実施日
	内　　容

	4月18日
	研修委員会会議開催

	5月16日
	研修委員会会議開催

	5月21日
	ミニミニ職員勉強会開催　「介護支援に関すること」
「口腔ケア(歯の磨き方について)」について
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	研修委員会会議開催

	6月20日
	研修委員会会議開催

	7月16日
	ミニミニ職員勉強会開催　「強度行動障害に関すること」
「強度行動障がいの支援方法〈実技編〉対応職員をチェンジする」について　ジョブメドレー視聴

	7月18日
	研修委員会会議開催

	7月29日
	職員研修（日帰り）　出雲市（Ａ班）　光風園　参加者9名

	8月15日
	研修委員会会議開催

	8月22日
	職員研修（日帰り）　広島市　　気象館　参加者9名

	8月27日
	職員研修（日帰り）　出雲市　　光風園　参加者8名

	9月 4日
	職員研修（日帰り）　出雲市　　光風園　参加者8名

	9月17日
	ミニミニ職員勉強会開催　「余暇支援に関すること」
「余暇支援について」ジョブメドレー視聴

	9月19日
	研修委員会会議開催

	9月24日
	職員研修（日帰り）　広島市　　気象館　参加者9名

	10月5日
～6日
	職員研修（泊）　　　山口市　　ひかり苑　参加者5名

	10月17日
	研修委員会会議開催

	11月 7日
	職員研修（日帰り）　広島市　　気象館　参加者8名

	12月19日
	研修委員会会議開催

	1月16日
	研修委員会会議開催

	1月21日
	ミニミニ職員勉強会開催　「介護支援に関すること」
「メンタルを強くする食事」について　ジョブメドレー視聴

	2月20日
	研修委員会会議開催

	3月18日
	ミニミニ職員勉強会開催　「強度行動障害に関すること」
「行動援護」について　ジョブメドレー視聴

	3月19日
	研修委員会会議開催


【外部研修】
	開催日
	内　容
	場　所
	参加人数

	4月25日
	新任職員マナーアップ研修会
	浜田市
	1名

	5月29日
	令和7年度安全運転管理者講習会
	川本町
	1名

	6月12日
	邑南町特別支援連携協議
相談支援ＮＷ総会及び研修会
	邑南町
	1名

	7月 3日
	令和7年度社会福祉法人指導監査説明会研修会
	浜田市
	2名

	7月14日
	令和7年度島根県知的障害者福祉協会研修事業「施設長・管理者研修会」
	松江市
	1名

	7月15日
～16日
	令和7年度福祉職員キャリアパス対応生涯研修
【中堅職員コース】　
	浜田市
	2名

	7月16日
～17日
	第64回
中国・四国地区知的障害関係職員研究協議会
	松山市
	3名

	7月28日
	四ツ葉の里職員合同人権教育研修会
	邑南町
	8名

	　8月21日　～22日
	令和7年度サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者　基礎研修
	浜田市
	2名

	9月11日
～12日
	強度行動障害支援者養成研修【基礎研修】
	浜田市
	1名

	10月 1日
～ 2日
	令和7年度福祉職員キャリアパス対応生涯研修【管理職員コース】
	松江市
	1名

	10月22日
	令和7年度
島根県児童入所施設協議会職員研修会
	浜田市
	6名

	10月30日
12月11日
	令和7年度業務標準化研修（前期）
　　　　　　〃　　　　　（後期）
	松江市
	2名

	11月 4日
	ＤＷＡＴ避難所運営シュミレーション訓練
	松江市
	1名

	11月13日
	令和7年度島根県知的障害者福祉協会研修事業栄養士・調理員等研修会
	松江市
	2名

	11月20日
	令和7年度福祉サービス苦情解決研修会
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	11月20日
～21日
	全国児童発達支援施設運営協議会職員研修会
	広島市
	2名

	11月28日
	令和7年度メンタルヘルス研修　一般職コース
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	12月 2日
	令和7年度メンタルヘルス研修　管理職コース
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	12月 5日
	令和7年度島根県児童福祉施設職員合同研修会
	出雲市
	2名

	12月 8日
	令和7年度リスクマネジメント研修
　　　一般職コース　
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名

	12月10日
	令和7年度リスクマネジメント研修
　　　管理職コース　
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	12月15日
～1月31日
	令和7年度社会福祉法人会計実務研修　　　【中級コース】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名

	12月17日
	強度行動障がい支援者養成研修
フォローアップ研修
	出雲市
	2名

	12月25日
	令和7年度　
第2回子どもの権利擁護に関する研修会
	川本町
	1名

	1月23日
	対話力・説明力向上研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	1月29日
2月 3日
	令和7年度「人権・権利擁護研修」
（高齢・障がい）
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名

	2月 4日
	令和7年度「人権・権利擁護研修」（児童）
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	2月13日
	令和7年度
「アサーティブコミュニケーション研修」
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	2月16日
	四ツ葉の里職員合同研修会
「ハラスメントの基礎知識と対処法」
	邑南町
	7名

	2月27日
	令和7年度「災害対応力強化研修」
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名



（３）保育職場実習
・短期大学等より保育や福祉を学ぶ学生の依頼を受けて実施した。
	期　　　間
	人数
	学　校　名

	9月29日 ～ 10月10日
	内10日間
	2名
	トリニティカレッジ
出雲医療福祉専門学校


　
※宿泊施設として、地域交流ホームを利用

（４）地域交流委員会　
【取り組み状況】
・クラブ活動やレクリエーションを企画・実施した。
　　・地域のボランティアグループの受け入れや、行事の際の参加要請
・四ツ葉の里運営事業（四ツ葉の里記念ふれあいデイ・夏まつり等）の補助
【クラブ活動】毎月第3水曜日（午前）
今年度は、6月18日（水）全体で実施。それ以外の月は、感染対策として各棟の委員が棟責任者と相談・計画し各棟での実施となった。
	クラブ名
	活動内容

	ドライブ
	バスに乗り、季節毎の風景を楽しむ。公園等で軽運動を行い、気分転換を図る。

	クッキング
	希望するメニューを事前に聞き取りし、リクエストをふまえて季節に応じた献立の調理を行う。

	カラオケ
	カラオケ機材を利用して歌唱や他のご利用者様の唄っている音楽に耳を傾ける等、音楽に触れる。

	スポーツ
	体育館にてウォーキングやラジオ体操、ボール遊び等を行い、体力づくりや機能維持を図る。

	リフレッシュ
	音楽に合わせた簡単な運動（ウォーキング等）やマッサージ等を行う。定期的に茶道を行い、心身共にリラックス効果を図る。


【運動の日】月1回（各棟にて実施）
第1月曜日（午前：あすなろ棟・やよい棟）
第2月曜日（午前：千鳥棟　午後：ひまわり棟）
【町内のボランティア団体「ふぁいん倶楽部」による活動】
　　　　　　今年度は団体側から中止の申し出があり活動していない。　
【ミュージック・ケア】　講師：土田美加氏
	日付
	時間
	棟
	場所

	10月28日
	14：00～15：00
	やよい棟・千鳥棟（女性）
	体育館

	11月 5日
	14：00～15：00
	あすなろ棟・千鳥棟（男性）
	体育館

	11月11日
	14：00～15：00
	ひまわり棟
	ひまわり棟ホール


【行事への参加】
	実施日
	行　　事

	6月12日
	第35回 四ツ葉の里 記念ふれあいデイ

	8月 7日
	第42回 四ツ葉の里 夏まつり



（５）企画調整委員会
【取り組み状況】
・季節を感じることができる施設内の行事全体を利用者自治会と連携し、企画・実施した。
　　・広報活動…施設広報誌「たんぽぽ」発行（年3回）、法人広報誌へ寄稿
ホームページの更新等を行う。　
【利用者自治会及び行事】
	実施日
	内　　　　容

	4月 4日
	お花見会　各棟で実施　　11時30分～15時　

	6月 6日
	利用者自治会総会（会長・副会長選出）15時30分～16時
全体で集まり実施　　　　　　　　　　　場所：大食堂

	[bookmark: _Hlk193912923]6月27日
	利用者自治会ミニ喫茶　　15時00分～15時45分　
全体で集まり実施　　　　　　　　　　　場所：大食堂

	11月 6日
	秋祭り　　　　　　　　　14時00分～16時00分　
2グループに分けて実施　　　　　　　　 場所：大食堂

	11月27日
	還暦を祝う会(やよい棟ご利用者様1名)
やよい棟で開催

	12月 4日
	クリスマス会　　　　　　14時00分～16時00分
全体で集まり実施　　　　　　　　　　　場所：大食堂

	2月26日
	還暦を祝う会(千鳥棟ご利用者様1名)
千鳥棟で開催

	3月 5日
	利用者自治会ミニ喫茶　　14時00分～16時00分　
2グループに分けて実施　　　　　　　　 場所：大食堂

	3月 各日
	年度末反省会　各棟で実施



【広報誌「たんぽぽ」について】
	号数
	発行日
	発送数

	315号
	5月20日
	136部

	316号
	10月14日
	134部

	317号
	2月20日
	135部


※送付先はご家族様及び関係機関

[bookmark: _Hlk195696672]（６）衛生委員会
【取り組み状況】
・職場環境の改善の為に定期会議、職場巡視を行った。（月1回）
・臨床心理士、公認心理師よるカウンセリングの日程調整を行った。（月2回）
・研修やストレスチェックを行い、職場内におけるメンタルヘルスへの意識を高め、
不調者の早期発見、対応を行った。
・衛生委員による職場巡視、改善指示を行った。（週1回）
・職員から環境改善の要望があれば会議内で検討し管理者に提言を行った。
・新規、中途採用者には腰痛ベルトの斡旋を行った。購入に関して施設の補助あり。
	
	活　動　内　容

	7、8月
	メンタルヘルス研修「感情労働とバーンアウト」（動画視聴）

	10月
	ストレスチェック

	
	リスクアセスメント（腰痛対策：車椅子の移乗援助方法）

	毎月2回
	カウンセリング
臨床心理士　豊松展史氏　（毎月第3木曜日14時より2名）
公認心理師　加納美代子氏（毎月第2木曜日10時より2名）



（７）保健給食委員会
【取り組み状況】
・毎月各棟から給食に関しての要望を出し合い検討を行った。
・ご利用者様の食事対応表を作成し、栄養士・調理員・支援員・医務で共有した。
・嗜好調査を行った。
・ＢＣＰ研修として「非常食提供訓練」（7、8月）を実施した。
・外部講師言語聴覚士による研修「嚥下に関する研修会」（10月28日）を実施した。

（８）虐待防止・権利擁護委員会
【取り組み状況】
・毎月1回委員会の会議を開催し、障がい者への虐待防止に関する知識を学び、併せて権利擁護を意識することを目的として、身体拘束報告の分析、支援や対応時の方法について検証、そして啓発活動について議論を行った。
・毎朝のミーティングで「不適切な支援を防止する内容」を唱和し、日々の支援を振り返る機会を設けた。
・職員会議の時間を利用し、虐待の種類について周知する機会を作り、支援の困難事例を検討する等の勉強会を実施した。
・施設内研修では、全職員が研修に参加して権利擁護について学んだ。
・支援に対する疑問や悩み等を投書してもらうための意見箱を設置し、それについて議論を行った。
【取り組み内容】
	実施日
	内　　容

	 4月 1日
	入職時法人合同研修　「障がい者虐待防止・権利擁護について」

	 4月 7日
	第1回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	 5月13日
	第2回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	 6月 2日
	第3回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	 6月18日
	職員会議時勉強会「虐待を防ぐ方法」

	 6月26日
	施設内研修
「障害者の虐待防止と身体拘束の適正化・くるみの現状・最近の情勢」

	 7月 7日
	第4回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	 8月 4日
	第5回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	 8月20日
	職員会議時勉強会　 ＊ジョブメドレーアカデミー視聴
『ヒヤリハット事例を想定しておくことの大切さ』

	 9月 1日
	第6回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	10月 6日
	第7回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	11月 4日
	第8回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	11月 7日
	虐待防止セルフチェックリスト実施

	11月19日
	職員会議時勉強会　　＊ジョブメドレーアカデミー視聴
『施設従事者による虐待の要因とは』

	12月 1日
	第9回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催
セルフチェックリストの検証

	 1月 5日
	第10回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	 2月 2日
	第11回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	 2月18日
	職員会議時勉強会　　＊ジョブメドレーアカデミー視聴
『言葉による拘束スピーチロックについて」

	 3月 2日
	第12回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催



７．会議（くるみ邑美園児童部・放課後デイみんと共通）
	運営会議
	毎月１回開催
	職員会議
	毎月１回開催

	棟責任者会議
	毎月１回開催
	ケース会議
	随時開催

	虐待防止・権利擁護委員会
	毎月１回開催
	衛生委員会
	毎月１回開催

	保健給食委員会
	毎月１回開催
	


　　※新型コロナウイルス感染防止に関する会議を運営会議メンバーにより随時実施。


８．苦情解決状況（くるみ邑美園児童部・放課後デイみんと共通）
（1） 苦情相談日の開催
　　・苦情解決状況の報告
○令和7年 4月23日　（令和6年10月1日～令和7年3月31日）
　　　○令和7年10月30日　（令和7年 4月1日～令和7年9月30日）

（２）苦情解決の取り組み
・外泊時の状況記録、支援サービス計画作成に伴う要望調査等で要望等を聞いた。
・対応の遅れによる不信感や苦情につながらないよう、速やかな対応を心掛けた。
・言葉で伝えることができるご利用者様には要望等を聞き対応した。
令和7年4月1日～令和8年3月31日
	事業所名
	苦情
	要望・相談
	合計

	くるみ邑美園
	0
	2
	2

	くるみ邑美園児童部
	1
	0
	1

	放課後デイ　みんと
	0
	0
	0



９．地域連携推進会議（くるみ邑美園児童部共通）
　　施設やご利用者様に関する理解の促進、サービスの透明性や質の確保を目的に地域連携推進会議及び施設見学を実施した。
　　　実施日　令和7年12月19日（金）
　　　参加者　ご利用者様　　　　1名
　　　　　　　地域連携推進員　　4名
　　　　　　　職員　　　　　　　6名

10.　祈幸会（家族会）（くるみ邑美園児童部共通）
【取り組み状況】
・4月26日に代議員会を招集・開催。今年度から事業等を再開した。
　また、会則(役員数・役員の選出)や地区保護者会の廃止について協議し、6月21日の祈幸会総会の承認をもって改正となった。
　　・10月25日に「親子ふれあいの日」、10月31日に「親子旅行(日帰り)」を実施した。
【祈幸会活動】
	実施日
	事　業　内　容
	場　所
	摘　要

	 4月26日
	第1回祈幸会代議員会
	地域交流ホーム
	代議員　7名
欠席　　2名
職員　　5名

	 5月20日
	くるみ祈幸会総会案内並びに書面決議の送付
	
	同意あり 117名
同意なし　 0名
未回答　　 9名
返信なし　10名

	 6月21日
	祈幸会総会
	くるみ邑美園
体育館
	参加26名

	中止
	保護者と職員の懇親会
	
	

	10月25日
	第２回祈幸会代議員会
	くるみ邑美園
会議室
	代議員　4名
欠席　　1名
職員　　3名

	10月25日
	親子ふれあいの日
	くるみ邑美園
	参加36名

	10月31日
	親子旅行(日帰り)
	浜田市方面
	参加19家族

	3月 各日
	年度末反省会
	くるみ邑美園
各棟対応
	



	1	くるみ邑美園
	1	くるみ邑美園
【Ⅳ　障害児入所施設　くるみ邑美園児童部】

１．事業内容　
① 福祉型障害児入所事業　定員8名
② 短期入所事業　　　　　定員1名
③ 日中一時支援事業
④ 療育支援事業

２．利用者状況　
【障害児入所事業】
	4月 1日
	措置入所（石見東小学校1名）
	契約者　5名
　石見養護学校高等部5名
措置者　2名
　石見東小学校1名
　石見養護学校高等部1名

	4月 7日
	契約入所（石見養護学校高等部1名）
※高等部入学のため
	契約者　6名
措置者　2名

	6月30日
	措置退所（石見養護学校高等部1名）
※措置解除のため
	契約者　6名
措置者　1名

	11月11日
	契約退所（石見養護学校高等部1名）
※本人都合による契約解除のため
	契約者　5名
措置者　1名

	2月13日
	契約退所（石見養護学校高等部1名）
※寄宿舎利用のため
	契約者　4名
措置者　1名

	3月24日
	契約退所（石見養護学校高等部1名）
※高等部卒業のため
	契約者　3名
措置者　1名

	3月30日
	契約退所（石見養護学校高等部1名）
※高等部卒業のため
	契約者　2名
措置者　1名

	3月31日
	契約退所（石見養護学校高等部1名）
※高等部卒業のため
	契約者　1名
　石見養護学校高等部1名
措置者　1名
　石見養護学校中学部1名


【短期入所事業】
　　今年度契約者： 2名
【日中一時支援事業】
　　今年度契約者：10名

３．生活支援　
　一人ひとりの個性やニーズに応じ、発達過程を踏まえて生活支援に取り組んだ。
（１）ご利用者様個々の状況に応じた計画的な支援
個性やニーズ、発達の段階に応じた個別支援計画によるサービスの提供と将来の進路(卒業後)を視野に入れ、本人の希望に沿った継続的な支援を行った。

（２）安全で快適に過ごせる生活環境の整備
問題行動や不適応行動に対し、学校との情報交換をはじめ、臨床心理士によるカウンセリング、医療機関・児童相談所等の専門機関との相談やケア会議を通じて、問題の軽減や解決に努めた。また、普段の生活の中で振り返りの時間を設けるなど、落ち着いた生活ができる環境を整えた。

（３）保護者・学校との連携
定期的に保護者様の思いや考えを確認し、保護者様に寄り添う支援を心掛けた。また、支援内容の共有化を図り、将来の生活や進路について連携して取り組むことができた。さらに、施設での生活がよりイメージできるよう、お便りや写真等用いて日頃の様子が伝わるよう工夫をした。

（４）感染症対策
・新型コロナウイルス等の感染防止対策として、マスクの着用と手指消毒の徹底、酸性水やジャームブロック等での消毒や加湿を行った。
・外泊時の感染対策等の協力を各家庭に依頼し、連携して感染予防に取り組んだ。
・外泊時の様子や外出の有無等を聞き取り、帰園時の対応記録として保管した。

（５）学校との会議
　　　石見養護学校…学校児童部連絡会（4回）、連絡相談会、情報交換会 

（６）行事、園外活動
・行事…親子遠足（中止）
・児童部利用者食事会（7月10日、3月12日）
・園外活動…（中止）
・卒業お祝い会…（3月11日）※飲食なしで開催
・休日・余暇支援…散歩、買い物、クッキング、創作活動、軽スポーツ

（７）情報公開
児童部新聞「こもれび」発行
　　　　新聞の作成、年4回発行（保護者様、石見養護学校他配布）

４．日課　　
	平　　日
	休　　日

	時間
	日課
	内　容
	時間
	日課
	内　容

	6：30
	起床
洗面・更衣介助
排泄誘導・支援　　検温
	7：00
	起床
洗面・更衣介助
排泄誘導・支援　　検温

	7：40
	朝食
手洗・介助・服薬・歯磨
	7：45
	朝食
手洗・介助・服薬・歯磨

	8：00
8：43
	登校準備
登校付添支援　
	10：00
	水分補給　　
余暇支援

	
	－学校－
	12：00
	排泄誘導・支援　　手洗
昼食
余暇支援

	15：30
	下校　　手洗い　　検温
おやつ
	15：00
	おやつ　　入浴支援　　検温
余暇支援、排泄誘導・支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	余暇支援、学習支援、入浴支援
排泄誘導・支援
	
	

	18：00
	夕食
手洗・介助
服薬・歯磨
	18：00
	夕食
手洗・介助
服薬・歯磨

	
	余暇支援
就寝準備
排泄誘導・支援
	
	余暇支援
就寝準備
排泄誘導・支援

	21：00
	消灯・就寝
健康観察
室温調整
	21：00
	消灯・就寝
健康観察
室温調整



５．保健衛生
（１）健康診断の実施
	尿検査　　　（学校）　　　　　　
	4月24日、5月8日、5月21日

	心電図検査　（学校）　　　　　　
	5月  8日　高等部1年

	結核検診　　（学校）　　　　　　
	4月30日　高等部1年

	歯科検査　　（学校）　　　　　　
	5月28日

	ぎょう虫検査（学校）　　　　　　
	5月14日、5月29日

	眼科検査　　（学校）　　　　　　
	4月25日

	耳鼻科検査　（学校）　　　　　　
	5月22日

	血液検査　　　　　　　　
	6月30日

	内科検診　　　
	前期　4月23日（学校）　　　後期　2月3日



（２）各種結果
	内科検診　　　有所見者なし
	歯科検診　　　　有所見者1名　

	眼科検査　　　有所見者なし
	耳鼻科検診　　　有所見者なし　

	Ⅹ線検査　　　有所見者なし
	ぎょう虫検査　　有所見者なし

	尿検査　　　　有所見者なし
	血液検査　　　　有所見者なし



（３）定期受診
	こころｸﾘﾆｯｸせいわ
	加藤病院
	公立邑智病院

	4名
	1名
	1名



【取り組み】
[bookmark: _Hlk193987916]○受診対応、服薬管理
・月2回の精神科担当医による診察と3か月に1回の定期採血を実施
・症状悪化時には担当医と連絡をとり、服薬調整や受診支援などを実施
○内科・外科等（大隅医院、公立邑智病院他）
・内科・外科等各疾患で服薬中のご利用者様の受診支援を実施。症状悪化時や新たな症状出現時等は適宜関係機関に連絡し、早急に受診できるよう支援した。
○歯科（公立邑智病院他）
・齲歯、歯周病予防のためのブラッシング指導
○感染症対策、疾病予防
・うがい・手洗いの励行、手洗い指導の実施
・各種ワクチン接種（インフルエンザ、新型コロナウイルス、子宮頸がんなど）
※インフルエンザワクチン接種　　　　11月17日　4名　
・施設内の環境整備（手指消毒器の設置）、職員、ご利用者様に対する感染予防行動の指導
・新型コロナウイルス、インフルエンザ感染症発生時の対応
○学校・保護者様との連携
・健康状態に変化があった場合は学校及び保護者様に連絡し、情報共有を行う。連絡帳等で学校での様子を把握する
・校園連絡会議に参加し、学校や施設での様子や、治療中の疾患や病状について情報共有する。

６．栄養管理
・平均栄養摂取量
	エネルギー
	2,241Kcal
	レチノール活性
	718μg

	たんぱく質
	86.8g
	ビタミンB1
	135mg

	脂質
	65.1g
	ビタミンB2
	1.47mg

	炭水化物
	317.6g
	ビタミンC
	143mg

	カルシウム
	847mg
	食物繊維
	15.8g

	鉄
	11.2mg
	


・主食…350g、300g、250g、200ｇ、150g
副食…大盛り、中盛り、小盛り
・代替食の対応
	アレルギー
	生エビ、カニ、赤魚、メロン、キウイ

	主食
	混ぜごはん、丼物

	主菜
	納豆、豆腐、豚肉、クリーム系献立


　・それぞれ苦手な食材には献立や食材を変更し、調理方法を工夫して提供した。
　・アレルギー発症件数：0件

[行事食の実施]
彼岸、クリスマス、お正月、節分、ひな祭り等季節の行事に合わせた食事の提供に努めた。

７．日中一時支援
・土日や祝日に月2～3回程度、2～3名の利用があった。
・みんと営業終了後、3名程度の利用あり。
・多目的室や食堂、放課後デイみんとの発達支援室を使用

８．短期入所利用
・延べ3名の利用あり。週末や祝日、入所を見据えての体験として利用があった。

９．療育支援
・施設指導：5名（瑞穂小学校5件）

	1	くるみ邑美園児童部
	1	くるみ邑美園児童部
【Ⅴ　障害児通所支援事業所　放課後デイ みんと】

１．事業内容
放課後等デイサービス事業　定員10名

２．利用状況
契約児童数：15名　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和7年度実績
	
	男子
	女子

	小学生
	8名
	2名

	中学生
	1名
	4名

	高校生
	0名
	0名


※石見養護学校、特別支援学級在籍児童
・平日（月～金）は学校下校後に石見養護学校生徒が4～7名、特別支援学級在籍児童の利用が1～3名、合計7名前後の利用があった。
・休校時や長期休み中は、石見養護学校生6～7名、特別支援学級在籍児童2～4名、合計9名前後の利用があった。　　　

３．日　課
	学校休校日
	通常日

	時間
	日課
	時間
	日　課

	9:00
	通所
	
	

	9:30
	健康観察、排泄
	
	

	10:00
	ラジオ体操、ストレッチ、リズム体操
	
	

	
	個別支援
	
	

	11:30
	排泄、手洗い
	
	

	11:50
	昼食、歯磨き
	
	

	13:00
	個別支援・集団活動
	14:00　
	通所、うがい手洗い、
健康観察、排泄

	14:45
	清掃
	15:00
	おやつ

	15:00
	おやつ、排泄
	16:00
	個別支援

	16:00
	個別支援
	17:00
	

	17:00
	退所
	18:00
	退所



４．個別支援計画に沿って行う発達支援　
ご利用者様の発達過程や特性を理解した上で、一人ひとりの状況に応じた個別支援計画を作成し、計画書に基づき支援を行った。



５．保護者様との連携
保護者様が迎えの際には、その日のご利用者様の様子を伝えるだけでなく、ご家庭での様子や日々の変化等を話しながら情報の共有を行った。通学支援バスを利用しているご利用者様及び情報共有が必要なご利用者様の保護者様には、連絡帳を使用してその日の様子を伝えた。必要時や緊急時にはその都度電話をし、情報漏れがないように努めた。

６．会議
　　・石見養護学校…学校くるみ連絡会…年4回
・小学校【瑞穂小学校・石見東小学校・日貫小学校】…状況に応じて適宜開催
・相談支援事業所
【ハートフルみずほ・サポートセンターおおち・サポートステーションおりーぶ・
西部島根医療福祉センター相談支援科】…状況に応じて適宜開催

７．行事
・定期的に行事を開催。（書初め、節分、七夕、ハロウィン、クリスマス等）
・月に１～2度、プランターで育てた野菜を活用しておやつ作りを行った。
（焼きそば、わらびもち、かぼちゃだんご、ホットドック、クレープ、チョコムース、パウンドケーキ、おむすび、味噌汁等）
・長期休暇時には普段できない活動を行った。
（春：お花見ドライブ、夏：軽スポーツ体験、水遊び、冬：加茂神社への参拝）

８．情報公開
　　・「みんと通信」発行。年間4回新聞を作成・発行する。保護者様、各相談支援事業所、利用児童の通っている学校（瑞穂小学校・石見東小学校・日貫小学校・石見養護学校）、邑南町、邑南町教育委員会等の関係機関に送付
　　・長期休暇前には行事のお知らせを保護者様に向けて配布

９．新型コロナウイルス感染症対応について
・活動する室内（送迎車を含む）の消毒と常時換気に努めた。
・長期休暇時には保護者様に健康観察表を依頼し、ご利用者様の健康観察に努めた。
・園外活動は屋外での活動を主とし、室内での活動の際には消毒や換気に努めた。
・マスク着用について、協議を行い各ご家庭の判断とした。但し、感染症等の流行時期や風邪症状等ある場合には着用をお願いすることとした。
・飲食の際の着席は一定方向を向き、感染症予防に努めた。
・おやつ作りは職員が主に行い、ご利用者様達は各自の飾り付けや盛り付けをした。

	1	放課後デイみんと
	1	放課後デイみんと
【Ⅵ　共同生活援助事業所　愛香園ホームサポート】

１．事業内容
共同生活援助（介護サービス包括型）事業　　定員28名

２．利用者状況
（１）グループホーム入居者数　　　　　　　　　　　　　　令和8年3月31日現在
	名　称
	開設年月日
	対　象
	定　員
	現　員
	備　　考

	青 雲 荘
	平成元年11月 1日
	男性
	5
	5
	

	春 風 荘
	平成 3年 2月 1日
	男性
	4
	4
	

	ひ な た
	令和 5年 3月24日
	男性
	3
	3
	

	
	
	女性
	3
	2
	

	明 和 寮
	平成11年10月 1日
	男性
	6
	6
	令和7年10月から利用

	ドリーム荘
	平成20年 4月 1日
	男性
	4
	3
	

	
	
	女性
	3
	2
	

	合　　計
	28
	25
	


　
（２）年齢階層
	年齢階層別

	20～29歳
	30～39歳
	40～49歳
	50～59歳
	60～69歳
	70歳以上
	計

	1人
	2人
	2人
	9人
	8人
	3人
	25人


※平均年齢：56.7歳
（３）就労形態
　　一般就労　　　 　5名
福祉的就労　　　20名
就職活動中　　　 0名

３．サービス内容
（１）共同生活住居における日常生活支援
生活支援については、世話人と連携し、ご利用者様一人ひとりのニーズに個別に対応するとともに、日常生活における課題解決に個々のストレングスを尊重しながら支援することを心掛けた。また、様々な場面で選択の機会が持てるように配慮し、自己決定をサポートするよう努めている。平日の夕食は、愛香園栄養士の栄養管理に基づいた献立で配食している。朝食・祝日、休日の夕食においても世話人が愛香園の献立表を参考にしながら、栄養バランスの良い夕食作りを行っている。

（２）個別支援計画に基づく支援
世話人、生活支援員、ご家族様、後見人等、ヘルパーステーションひまわり、サポートステーションおりーぶ等との連携を図り、個々の実情に則した支援を行っている。

（３）ご家族様、就労先、行政機関等との連絡・調整
必要に応じ就労先への訪問・家庭訪問等を実施した。ケース会議や困難事例について、関係機関との連絡・調整を図りながら課題解決にも取り組んでいる。

（４）健康管理
ご利用者様が日々健康で安心した生活を送ることができるよう個々の健康状態を観察し、異常の早期発見・早期治療に努めた。また、新型コロナウイルス等の感染対策や転倒等の事故防止に取り組んだ。
① 健康観察
・バイタルサインのチェック
・検温、血圧測定（毎日　朝夕）体重測定（1回／月）　　　　　　　　
② 健康診断とがん検診の実施
	検診項目
	受診人数
	実施日
	精密検査人数
	精密検査結果

	健康診断
	10名
	　5月31日
	1名
	1名異常なし

	胃がん検診
	3名
	8月 8日
	なし
	

	前立腺がん検診
	3名
	8月 8日
	なし
	

	大腸がん検診
	9名
	8月 8日
	なし
	

	乳がん検診
	1名
	11月10日
	なし
	

	子宮がん検診
	1名
	10月10日
	なし
	

	結核、肺癌検診
	8名
	9月24日
	なし
	

	人間ドック
	10名
	
	１名
	大腸カメラ
異常なし

	30歳代健診
	1名
	
	なし
	

	生活習慣病
予防健診
	１名
	
	なし
	

	後期高齢者検診
	２名
	
	１名
	１名異常なし


※健診後、かかりつけ医へ検査結果を報告し、生活習慣改善の指示を受け健康管理に取り組んだ。
③ 定期受診
	受診科
	人数
	受診科
	人数

	内　　科
	14名
	精神科
	9名

	泌尿器科
	2名
	眼　　科
	5名

	皮膚科
	2名
	歯　　科
	17名

	整形外科
	6名
	
	


④ 感染症対策
・インフルエンザワクチン接種 （愛香園にて11/27実施）
ご利用者様　13名　　職員10名
・新型コロナ予防接種　
65才以上のご利用者様　6名（大隅医院にて実施）
⑤ 保健に関する自立支援
・薬カレンダーを使用し、薬の自己管理を行った。
⑥ 入退院の状況（入居者）
	診療科
	人　数
	病　名

	精神科
	1名
	統合失調症
西川病院入院（5/30～7/23）

	整形外科
	2名
	・左膝骨挫傷
西部島根医療福祉センター（6/13～8/12）
・腰部脊柱管狭窄症
浜田医療センター（10/22～12/23）
公立邑智病院転院リハビリ（12/23～2/19）

	脳神経外科
	１名
	脳腫瘍入院中（3/9入院）

	計（延人数）
	4名
	



（５）グループホーム見学　　3名

４．支援体制
① 管理者	1名
② サービス管理責任者	1名
③ 生活支援員	10名（常勤4名、非常勤6名）
④ 看護師	2名 (常勤1名、非常勤1名)
⑤ 世話人	11名（支援時間6：00～8：30、16：15～18：45）

５．設備等整備状況
・財産処分・・・令和7年7月31日付けで陽光荘を家主へ返却した。　　 　 　
[bookmark: _Hlk133586440]
６．会議・研修
（１）支援会議
年11回開催
・個別支援計画、ご利用者様のケース会議及びグループホーム運営等に関することを協議した。
開催日
	 4月15日
	6月18日
	 7月17日
	 8月18日

	 9月16日
	10月16日
	11月13日
	12月17日

	 1月15日
	2月18日
	 3月12日
	


　※5月は感染症発生のため実施できなかった。

（２）世話人会議
年4回開催
・ご利用者様の生活状況・食事内容・健康状態について、世話人・生活支援員・看護師等で情報共有を行った。
開催日
	 4月25日（書面会議）
	8月6日
	 12月18日
	 3月18日



（３）研修
組織人としての問題解決能力の育成や自己啓発の促進を図ることを目的とし、各種団体が主催する研修への参加を実施した。
	開催日
	内　容
	場　所
	参加人数

	4月17日
～18日
	第54回
中国地区知的障害者関係施設研修会
	岡山市
	1名

	5月27日
	令和7年度島根県サービス管理責任者研修
「意思決定支援研修」
	出雲市
	1名

	7月 3日
	令和7年度　社会福祉法人指導監査説明会・研修会
	浜田市
	1名

	7月16日
～17日
	第64回
中国・四国地区知的障害関係職員研究協議会
	松山市
	1名

	9月11日
	令和7年度 「労務管理研修」
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	9月11日
～12日
	令和7年度
「強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）」
	浜田市
	1名

	11月6日
～7日
	令和7年度
「サービス管理責任者更新研修」
	浜田市
	1名

	12月10日
	令和7年度リスクマネジメント研修　管理者コース
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	2月16日
	四ツ葉の里職員合同研修会
「ハラスメントの基礎知識と対処法」
	邑南町
	2名



７．委員会（ヘルパーステーションひまわり、サポートステーションおりーぶ共通）
（１）感染症対策委員会
感染対策会議において、感染症発生を防ぐための対応策を検討し、研修会、訓練を実施した。
〇会議　年4回開催
　開催日
	 5月15日
	7月17日
	10月16日
	2月18日


　　
〇研修　年2回開催
	実施日             
	内　　容

	 8月 6日
	「緊急時の対応」～熱中症の症状がみられる場合の対応～

	12月18日
	「感染症について～日常生活で気を付けること～



〇訓練　年2回開催
	実施日             
	内　　容

	 2月12日
	感染症が発生した場合の対応訓練（対象ホーム：ひなた）

	 2月19日
	感染症が発生した場合の対応訓練（対象ホーム：春風荘）



（２）虐待防止・権利擁護委員会
在宅サービスで起こりうる可能性のある虐待を未然に防ぐために、委員会の会議で対応策を協議し、研修会を実施した。

〇会議　年4回開催
　開催日
	 5月15日
	7月17日
	10月16日
	2月18日


　　
〇研修　年5回開催
	実施日             
	内　　容

	 8月 6日
	「精神障害者への理解と支援」

	12月18日
	「虐待防止・身体拘束廃止について」

	 2月 3日
	令和7年度「人権・権利擁護研修」（外部研修）

	　2月 9日
	令和7年度 障がい者虐待防止・権利擁護研修 
＊共通研修（外部研修）

	　3月 2日
	令和7年度 障がい者虐待防止・権利擁護研修
　＊管理者・虐待防止責任者コース（外部研修）



（３）ＢＣＰ（事業継続計画）の訓練実施
　　　自然災害に対応する訓練を実施した。
〇訓練1回
	実施日             
	内　　容

	10月28日
	「豪雨災害警報（災害レベル4）に伴う避難誘導及び所在確認の訓練」



８．行事
感染症対策を講じながら、ご利用者様に楽しんでもらえる行事を計画し、実施した。
	実施日             
	内　　容

	11月 1日
	お楽しみ会開催「道の駅 邑南の里」へ見学、食事会



９．防災
・グループホーム入居者の避難通報訓練を実施した。
〇訓練　年2回開催
	実施日             
	内　　容

	 11月13日
	火災時の避難通報訓練（対象：全グループホーム）

	 2月19日
	火災及び地震時の避難通報訓練
（対象：全グループホーム）


・四ツ葉の里地域支援センター合同避難通報訓練を実施した。
・交流ホーム防災設備点検　9月、3月　　＊業者点検
〇訓練　年2回開催
	実施日             
	内　　容

	 3月12日
	火災時の避難通報訓練（相談室より出火想定）

	 3月19日
	火災時の避難通報訓練（交流室倉庫より出火想定）





・救命講習会へ参加し、心肺蘇生法（ＡＥＤの使用方法他）、応急処置の方法を学んだ。
	実施日             
	内　　容

	 1月27日
	救命講習会（江津邑智消防組合の指導）


その他防災設備点検を実施した。
・各グループホーム防災設備点検　9月、3月　　＊業者点検
　　　・ＡＬＳＯＫ総合警備保障の防災システム（全グループホーム）
　　　・スプリンクラー設備（ドリーム荘、青雲荘、春風荘、明和寮）
　　　・自動火災報知設備（全グループホーム）

10．地域連携推進会議の開催
愛香園ホームサポートやご利用者様に関する理解の促進、サービスの透明性や質の確保
を目的に、地域連携推進会議及びグループホーム見学を実施した。
　実施日　令和7年11月19日（水）
　参加者　ご利用者様　　　　1名
　　　　　地域連携推進員　　4名
職員　　　　　　　3名

	1	愛香園ホームサポート
	1	愛香園ホームサポート
【Ⅶ　居宅介護事業所　ヘルパーステーションひまわり】

１．事業内容
　　①居宅介護事業
②重度訪問介護事業
営業時間　　6：30～24：00　年中無休
実施地域　　邑南町

２．利用状況
・対象者　　知的障害者・身体障害者・精神障害者・障害児
・契約者　　109名　（介護給付費対象外契約50名を含む）（令和8年3月31日現在）
＜地域生活支援事業＞

＜介護給付費＞


	家事援助
	身体介護
	通院介助
	重度訪問介護
	移動支援
	合　計

	利用者
延人数
	提供延時間数
	利用者
延人数
	提供延時間数
	利用者
延人数
	提供延時間数
	利用者
延人数
	提供延時間数
	利用者
延人数
	提供延
時間数
	利用者
延人数
	提供延時間数

	82
人 
	52.5
時間
	0　
人
	0　
時間
	439
人 
	256.5
時間
	0　
人 
	0　
時間
	1,691
人 
	1,335
時間 
	2,162
人 
	1,644
時間



３．サービス内容
（１）介護給付費対象　
① 身体介護…入浴・排泄・食事の介助
　 利用対象者なし
② 家事援助…調理・洗濯・掃除等の家事支援
自室の掃除、服薬確認、生活相談等を個別支援計画に基づき実施。以前は掃除や整頓ができなかったが、具体的な方法や声掛けの内容等を工夫しながら支援を実施したことで、少しずつ家事ができるようになっている。
③ 通院介助…通院に関する付き添いや介助
　　　　　　　　   病院内での付き添いや診察時もご利用者様の状況に寄り添った支援に努めた。
　　　　　　　　   主治医・その他関係施設とも連携し、情報の共有を図ることができた。
④ 重度訪問介護…（身体障害者居宅支援が対象）
利用対象者なし

（２）地域生活支援事業
移動支援…余暇活動・社会参加のための外出・特別支援学校への送迎
ご利用者様の要望に応じて計画し、感染症防止対策を講じながら地域にお住まいのご利用者様に社会参加の機会を提供した。愛香園グループホーム入居者のみを対象として町内の買物支援を実施。また、福祉有償運送においては町内4名の利用がある。石見養護学校の通学及び放課後デイみんとへの送迎としてサービス提供している。

（３）その他の事業
オプションサービス（介護給付費対象外の移動介護サービス）
愛香園・愛香園ホームサポートのご利用者様の買物、行事参加の付き添いを実施

４．支援体制
① 管理者　　　　　　　1名
② サービス提供責任者　3名（うち2名兼務）
③ 非常勤ヘルパー　　　6名
④ 有償運送運転手 　　 8名（うち3名兼務）

５．会議
ヘルパー会議
・開催日
	 12月18日
	3月18日


・内  容    利用者支援について
　　　　　予定の確認について
コロナウイルス等感染症防止対策について

６．研修
組織人としての問題解決能力の育成や自己啓発の促進を図ることを目的とし、各種団体が主催する研修への参加を実施した。
	　開催日
	内　　容
	参加者数

	　3月 2日
	「障害者虐待防止・権利擁護研修」
管理者・虐待防止責任者コース（外部研修）
	1名



７．委員会（愛香園ホームサポート、サポートステーションおりーぶ共通）
（１）感染症対策委員会
感染対策会議において、感染症発生を防ぐための対応策を検討し、研修会、訓練を実施した。
〇会議　年4回開催
　開催日
	 5月15日
	7月17日
	10月16日
	2月18日


　　
〇研修　年2回開催
	実施日             
	内　　容

	 8月 6日
	「緊急時の対応」～熱中症の症状がみられる場合の対応～

	12月18日
	「感染症について～日常生活で気を付けること～



（２）虐待防止・権利擁護委員会
在宅サービスで起こりうる可能性のある虐待を未然に防ぐために、委員会の会議で対応策を協議し、研修会を実施した。
〇会議　年4回開催
　開催日
	 5月15日
	7月17日
	10月16日
	2月18日


　　
〇研修　年5回開催
	実施日             
	内　　容

	 8月 6日
	「精神障害者への理解と支援」

	12月18日
	「虐待防止・身体拘束廃止について」

	 2月 3日
	令和7年度「人権・権利擁護研修」（外部研修）

	　2月 9日
	令和7年度 障がい者虐待防止・権利擁護研修 
＊共通研修（外部研修）

	　3月 2日
	令和7年度 障がい者虐待防止・権利擁護研修
　＊管理者・虐待防止責任者コース（外部研修）



（３）ＢＣＰ（事業継続計画）の訓練実施
　　　自然災害に対応する訓練を実施した。
〇訓練1回
	実施日             
	内　　容

	10月28日
	「豪雨災害警報（災害レベル4）に伴う避難誘導及び所在確認の訓練」



８．防災（愛香園ホームサポート、サポートステーションおりーぶ共通）
・交流ホーム防災設備点検　9月、3月　　＊業者点検
・四ツ葉の里地域支援センター合同避難通報訓練を実施した。
〇訓練　年2回開催
	実施日             
	内　　容

	 3月12日
	火災時の避難通報訓練（相談室より出火想定）

	 3月19日
	火災時の避難通報訓練（交流室倉庫より出火想定）



	1	ヘルパーステーションひまわり
	1	ヘルパーステーションひまわり
【Ⅷ　相談支援事業所　サポートステーションおりーぶ】　

１．事業内容
　①基本相談支援事業
　②計画相談支援事業
　③障害者社会参加支援事業
営業時間　　9：00～17：45（火曜日から土曜日）
　　　　　　　　　（但し、国民の祝日、ならびに12月29日から1月3日までを除く）
実施地域　　邑南町　
対 象 者　　精神障害者、知的障害者、身体障害者、重症心身障害者、
発達障害者高次脳機能障害者及び障害児、並びにご家族

２．利用状況
計画作成実施者数158人　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和8年3月31日現在）
	生活の場
	障害種別

	在宅
	施設
	グループホーム
	小計
	身体
	知的
	精神
	小計

	33人
	100人
	25人
	158人
	1人
	137人
	20人
	158人


※障害者の福祉サービスの利用は減少したが、障害児のサービス利用が増えている。

３．サービス内容
① サービス等利用計画の作成・変更
② サービス等利用計画に基づく支援・評価
③ 障害者支援施設等への紹介
④ 相談を通じての地域生活支援

４．支援体制
① 管理者　　　　　1名
② 相談支援専門員　2名（1名兼務）

５．活動内容
邑南町地域生活支援事業受託
① 相談支援事業
[支援方法]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延人数）
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	訪問
	12
	9
	10
	9
	9
	6
	4
	1
	4
	8
	5
	9
	86

	来所相談
	20
	17
	17
	13
	13
	14
	12
	6
	8
	12
	20
	10
	162

	同行
	5
	8
	12
	15
	6
	4
	3
	2
	8
	5
	5
	11
	84

	電話相談
	61
	136
	72
	74
	71
	50
	51
	65
	43
	47
	42
	57
	769

	メール
	3
	2
	0
	1
	0
	7
	14
	4
	0
	2
	3
	5
	41

	個別支援会議
	0
	1
	1
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	3

	関係機関
	6
	9
	27
	29
	15
	19
	13
	5
	7
	11
	11
	11
	163

	その他
	1
	1
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	1
	0
	4

	計
	108
	183
	139
	141
	114
	101
	98
	83
	70
	85
	87
	103
	1312

	[支援内容]
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	福祉サービス　　
	5
	31
	31
	24
	16
	14
	24
	6
	5
	4
	8
	9
	177

	障害・病状理解
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1

	健康・医療
	5
	8
	6
	8
	3
	8
	5
	0
	4
	10
	10
	10
	77

	不安解消
	34
	90
	55
	48
	64
	44
	35
	49
	27
	32
	30
	43
	551

	保育・教育
	0
	0
	1
	1
	0
	1
	1
	0
	0
	0
	3
	1
	8

	家族・人間関係
	14
	10
	4
	3
	5
	2
	9
	12
	10
	1
	7
	4
	81

	家計・経済支援
	28
	30
	18
	18
	8
	8
	10
	2
	3
	5
	2
	０6
	138

	生活技術
	2
	4
	7
	19
	8
	14
	4
	6
	6
	15
	6
	8
	99

	就労支援
	2
	0
	0
	5
	0
	0
	5
	3
	2
	1
	0
	1
	19

	社会参加・余暇活動
	12
	5
	9
	2
	6
	1
	4
	3
	7
	6
	11
	10
	76

	権利擁護
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	その他
	5
	5
	8
	13
	4
	8
	1
	3
	6
	11
	10
	11
	85

	計
	108
	183
	139
	141
	114
	101
	98
	83
	70
	85
	87
	103
	1312


② 障害者社会参加支援事業
・パソコン教室　  : 11回開催
・料理教室　      :  3回開催　
[bookmark: _Hlk195016592]・スポーツ教室
ボッチャ　　 ：  1回開催
卓球     　　：  1回開催
カローリング ：  1回開催
モルック　 　：  1回開催
・本人活動（ウェルカムボード作り）:　1回開催
③ 関係機関支援会議、オンライン会議・研修会等への参加
④ 登録者以外の障がい者等来訪者対応
⑤ 邑南町総合支援協議会との連携

６．会議・研修
（１）邑南町障がい者総合支援協会　
・相談支援部会　年6回
　　 ・邑南町相談支援事業所連絡協議会会議　年6回
　　 ・障害者就業・生活支援センター事業連絡会及び大田・邑智地区生活支援会議　年1回
　　 ・邑南町総合支援協議会　年1回
　　 ・大田市精神保健福祉関係機関連絡会　年1回
　　 ・大田圏域精神保健医療福祉連絡協議会　3月11日開催
　　

 
（２）研修　
自己研鑽や人材育成を目的とし、各種研修会に参加した。
	開催日
	内　　　容
	場　所
	参加者

	8月26日
	大田圏域市町村・相談支援専門員との協働研修
	川本町
	2名

	9月18日
～19日
	医療的ケア児等コーディネーター養成研修
（前期）
	出雲市
	1名

	10月20日
～21日
	医療的ケア児等コーディネーター養成研修
（後期）
	出雲市
	1名

	11月 6日
～7日
	令和7年度 サービス管理責任者更新研修
	浜田市
	1名

	11月11日
～12日
	令和7年度 強度行動障害支援者養成研修
（実践研修）
	出雲市
	1名

	11月20日
	邑智郡相談支援事業所連絡協議会　研修会
	川本町
	2名

	1月15日
	邑智郡相談支援事業所連絡協議会　研修会
	川本町
	2名



７．委員会（愛香園ホームサポート、ヘルパーステーションひまわり共通）
（１）感染症対策委員会
感染対策会議において、感染症発生を防ぐための対応策を検討し、研修会、訓練を実施した。
〇会議　年4回開催
　開催日
	 5月15日
	7月17日
	10月16日
	2月18日


　　〇研修　年2回開催
	実施日             
	内　　容

	 8月 6日
	「緊急時の対応」～熱中症の症状がみられる場合の対応～

	12月18日
	「感染症について～日常生活で気を付けること～



（２）虐待防止・権利擁護委員会
在宅サービスで起こりうる可能性のある虐待を未然に防ぐために、委員会の会議で対応策を協議し、研修会を実施した。
〇会議　年4回開催
　開催日
	 5月15日
	7月17日
	10月16日
	2月18日


　　〇研修　年5回開催
	実施日             
	内　　容

	 8月 6日
	「精神障害者への理解と支援」

	12月18日
	「虐待防止・身体拘束廃止について」

	 2月 3日
	令和7年度「人権・権利擁護研修」（外部研修）

	　2月 9日
	令和7年度 障がい者虐待防止・権利擁護研修
＊共通研修（外部研修）

	　3月 2日
	令和7年度 障がい者虐待防止・権利擁護研修
＊管理者・虐待防止責任者コース（外部研修）



（３）ＢＣＰ（事業継続計画）の訓練実施
　　　自然災害に対応する訓練を実施した。
〇訓練1回
	実施日             
	内　　容

	10月28日
	「豪雨災害警報（災害レベル4）に伴う避難誘導及び
所在確認の訓練」



８．防災
・交流ホーム防災設備点検　9月、3月　　＊業者点検
・四ツ葉の里地域支援センター合同避難通報訓練を実施した。
〇訓練　年2回開催
	実施日             
	内　　容

	 3月12日
	火災時の避難通報訓練（相談室より出火想定）

	 3月19日
	火災時の避難通報訓練（交流室倉庫より出火想定）


　　
９．苦情解決状況（愛香園ホームサポート、ヘルパーステーションひまわり共通）
（１）苦情相談日の開催
　　　〇令和7年 4月23日　（令和6年10月1日～令和7年3月31日）
　　　〇令和7年10月30日　（令和7年 4月1日～令和7年9月30日）

（２）苦情・相談申出件数
令和7年4月1日～令和8年3月31日
	
	苦　情
	要望・相談
	計

	愛香園ホームサポート
	0
	0
	0

	ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝひまわり
	0
	1
	1

	ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝおりーぶ
	0
	0
	0

	合　　計
	0
	1
	1



	1	サポートステーションおりーぶ
	1	サポートステーションおりーぶ
事業報告の附属明細書




令和７年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告書の附属明細書は作成していない。





　　　社会福祉法人邑智福祉振興会　
理事長　辰田 直久 　　　
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